
講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

各授業時間で課題として作成を指示されたレポート（35％）、プレゼンテーション（5％）および試験の
成績（60％）で評価する。

二訂版　スクエア最新図説生物neo（第一学習社）、化学のレポートと論文の書き方（化学同人）、実
験データを正しく扱うために（化学同人）

備考 1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

学年末試験

まとめ 試験返却、まとめ

生命科学　７ 生体内の恒常性
生命科学　８ 生体防御
前期末試験 生命科学１～8の授業内容についての筆記試験

生命科学　４ 細胞分裂
生命科学　５ 遺伝子とその働き：遺伝子とDNA
生命科学　６ 生体内の環境

生命科学　１ 細胞小器官と生体を構成する物質
生命科学　２ 細胞とエネルギー：代謝とエネルギー
生命科学　３ 細胞とエネルギー：光合成と呼吸

物質工学の世界を学ぶ　３ 物質工学科教員の専門分野や研究領域の紹介　（3名×25分程度）、レポート返却指導
物質工学の世界を学ぶ　４ 物質工学科教員の専門分野や研究領域の紹介　（3名×25分程度）
物質工学の世界を学ぶ　５ 物質工学科教員の専門分野や研究領域の紹介（予備）、まとめ、発表

授業計画

オリエンテーション 物質工学入門の受講ガイダンス、学科紹介、自己紹介
物質工学の世界を学ぶ　１ 物質工学科教員の専門分野や研究領域の紹介　（3名×25分程度）

物質工学の世界を学ぶ　２ 物質工学科教員の専門分野や研究領域の紹介　（3名×25分程度）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業目標

物質工学科教員の研究紹介時に課せられる課題に取り組むことで物質工学科の分野を学習し、身に付ける。さらに、その
過程において、研究紹介に出てきたキーワードを教科書をはじめ、図書館やインターネットで詳しく調査し，その要点を文
章化して報告する能力(調査能力とレポート作成能力)を身に付ける。また，生命科学の基礎となる生物の仕組みを高校の
生物学程度に理解し、説明できるようになることを目的とする。

Kazumi FURUKAWA

　　授業の概要

物質工学とは，物質の組成，構造，性質を探求して，新しい素材や利用方法を提案する学問である。沼津高専の物質工
学科では，5カ年間で材料化学と生物工学の領域を学習する。1年生では本授業において、物質工学科教員の研究紹介を
通じて，物質工学に関する理解を深めると同時に，生物工学を学ぶ上で必要な生命科学に関する基本的な知識を学ぶ。

本校学習・教育目標（本科の
み）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

１年

科目

物質工学入門 前期

担当

古川　一実

物質工学科 introductory chemistry and biochemistry 1履修単位



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回 10/1

第2回 10/8

第3回 10/22

第4回 10/29
第5回 11/5
第6回 11/12
第7回 11/19
第8回
第9回 12/3
第10回 12/10
第11回 12/17
第12回 1/7
第13回 1/14
第14回 1/21
第15回 1/28

第16回 2/18

評価方法
と基準

教科書等
高校検定教科書「化学」（東京書籍），ニューサポート「新編化学」（東京書籍），ニューグローバル「化学基礎+化
学」（東京書籍），ダイナミックワイド図説化学（東京書籍），分子模型「有機化学 A」(丸善），保護めがね

分子模型と保護めがねの購入方法については，初回の授業までに連絡する

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

定期試験を80%，小テストを20%で評価した上で，課題の未提出分を減点する。定期試験の再試験は，上限を60
点とする。

実験2 サリチル酸メチルの合成，まとめ，授業アンケート
学年末試験

芳香族化合物
油脂とセッケン
芳香族炭化水素
酸素を含む芳香族化合物(1) (フェノール，フェノール類）
酸素を含む芳香族化合物(2) (芳香族カルボン酸）
窒素を含む芳香族化合物

後期中間試験
酸素を含む有機化合物

酸素を含む有機化合物 アルコールとエーテル
アルデヒドとケトン
実験1 「アルコールとアルデヒドの性質」

カルボン酸とエステル(1)
カルボン酸とエステル(2)

炭化水素

ガイダンス,　有機化合物の特徴

　　授業目標

(1) 基本的な有機化合物の化合物名および化学式の記述と分類ができる。
(2) 基本的な有機化合物の物理的な性質と化学的な性質を理解し，説明ができる。
(3) 基本的な有機化合物が関与する反応を，化学反応式で表わすことができる。

授業計画

ガイダンス， 有機化合物の特徴

飽和炭化水素（アルカン）

不飽和炭化水素（アルケン）

不飽和炭化水素（アルキン）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業の概要

　この科目では，「化学基礎」で学ぶ事項を基としながら，有機化合物について学ぶ。13回の講義と2回の実験から構成され
るこの授業を通じて，2年次に開講される「有機化学I」を受講するために必要とされる有機化合物についての知識（高校化学
レベル）を身につけるとともに，化学的な観察力と思考法を養う。　また物質工学の分野の入門科目としての位置づけも意識
しながら授業を行なう。毎回，授業の初めに小テストを実施する。また講義は教室で行い，実験は一般化学実験室で行う。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

小林 美学

物質工学科
Basic Chemistry for
Materials Science 1履修単位 KOBAYASHI Migaku

１年

科目

物質の化学 後期

担当



講義

必修

目標 説明
○ 1

2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

第24回

第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第31回

評価方法
と基準

教科書等

解答解説，アンケート
コンピュータを利用した問題解決

インターネット社会を生きるための情報倫理 新課程版(実教出版)
情報セキュリティ読本 4訂版(実教出版)

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

コンピュータを利用した問題解決

学年末試験

前期中間試験20%、前期中間演習5%、前期期末試験15%、前期期末演習10%、後期中間試験20%、後
期中間演習5%、学年末試験15%、学年末演習10%の割合で評価するが、不適切なコンピュータの利用
や利用に伴うモラルの欠如が見られた場合は不合格となることもある。また、授業態度や演習レポー
トの提出状況に応じて減点ないし不合格とすることもある。試験を欠席した場合は見込み点を原則と
する。

コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
復習

試験返却
授業アンケート

復習
後期中間試験
試験返却
コンピュータを利用
した問題解決

解答解説
コンピュータを利用した問題解決

情報のデジタル表現
情報ネットワーク
情報ネットワーク

コンピュータの仕 コンピュータの仕組み
コンピュータの仕組み
情報のデジタル表現

復習
前期末試験
試験返却 解答解説

プレゼンテーション発表

ワードプロセッサー
プレゼンテーション
プレゼンテーション

試験返却
オフィスソフトの利
用方法について

解答解説
スプレッドシート

スプレッドシート
ワードプロセッサー

情報社会における生活、セキュリティを守る技術

復習

前期中間試験

電子メールによる情報の受信・発信

インターネット利用における注意について(IPA教材)

情報社会の個人情報と知的財産

ガイダンス
インターネットの利
用法について

総合情報センタ利用案内、moodleの利用法

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

コンピュータの仕組みを理解し、コンピュータ機器やネットワークをルールやマナーを守って利用できる。

授業計画

　　授業の概要

コンピュータの普及により情報社会となった現在では、コンピュータを使った世界でも実社会と同様にルールとマナーが求
められる時代になってきている。特に、最近ではコンピュータやネットワークを利用した際にルールやマナーの欠如が原因
となり、トラブルに巻き込まれたり、逆に知らず知らずのうちにトラブルを起こしていることがある。これらの現状を踏まえ、
情報モラルを含めたコンピュータ全般の話題について広く講義し、情報社会においてコンピュータを適正に使うための最低
限の知識を身につけることを目的とする。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

内田正章

全学科共通 Introduction to Information Processing 2 Masaaki UCHIDA

１年

科目

情報処理基礎 通年

担当



講義

必修

目標 説明
○ 1

2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

第24回

第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第31回

評価方法
と基準

教科書等

前期中間試験20%、前期中間演習5%、前期期末試験15%、前期期末演習10%、後期中間試験20%、後
期中間演習5%、学年末試験15%、学年末演習10%の割合で評価するが、不適切なコンピュータの利
用や利用に伴うモラルの欠如が見られた場合は不合格となることもある。また、授業態度や演習レ
ポートの提出状況に応じて減点ないし不合格とすることもある。試験を欠席した場合は見込み点を原
則とする。

インターネット社会を生きるための情報倫理 新課程版(実教出版)
情報セキュリティ読本 4訂版(実教出版)

備考 1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

復習
学年末試験
試験返却
授業アンケート

解答解説，アンケート
コンピュータを利用した問題解決

コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決

試験返却
コンピュータを利用
した問題解決

解答解説
コンピュータを利用した問題解決

コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決

情報ネットワーク
復習

後期中間試験

情報のデジタル表現
情報のデジタル表現
情報ネットワーク

試験返却 解答解説
プレゼンテーション発表

コンピュータの仕 コンピュータの仕組み
コンピュータの仕組み

プレゼンテーション
復習

前期末試験

ワードプロセッサー
ワードプロセッサー
プレゼンテーション

前期中間試験

試験返却
オフィスソフトの利
用方法について

解答解説
スプレッドシート

スプレッドシート

情報社会の個人情報と知的財産

情報社会における生活、セキュリティを守る技術

復習

インターネット利用における注意について(IPA教材)

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業目標

コンピュータの仕組みを理解し、コンピュータ機器やネットワークをルールやマナーを守って利用できる。

授業計画

ガイダンス
インターネットの利
用法について

総合情報センタ利用案内、moodleの利用法

電子メールによる情報の受信・発信

　　授業の概要

コンピュータの普及により情報社会となった現在では、コンピュータを使った世界でも実社会と同様にルールとマナーが求
められる時代になってきている。特に、最近ではコンピュータやネットワークを利用した際にルールやマナーの欠如が原因
となり、トラブルに巻き込まれたり、逆に知らず知らずのうちにトラブルを起こしていることがある。これらの現状を踏まえ、
情報モラルを含めたコンピュータ全般の話題について広く講義し、情報社会においてコンピュータを適正に使うための最低
限の知識を身につけることを目的とする。

本校学習・教育目標（本科の
み）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

１年

科目

情報処理基礎 通年

担当

内田正章

全学科共通 Introduction to Information Processing 2 Masaaki UCHIDA



講義

必修

目標 説明
○ 1

2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

第24回

第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

第32回

評価方法
と基準

教科書等

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

１年

科目

情報処理基礎 通年

担当

望月孔二

全学科共通 Introduction to Information Processing 2 Kouji MOCHIZUKI

　　授業の概要

コンピュータの普及により情報社会となった現在では、コンピュータを使った世界でも実社会と同様にルールとマナーが求
められる時代になってきている。特に、最近ではコンピュータやネットワークを利用した際にルールやマナーの欠如が原因
となり、トラブルに巻き込まれたり、逆に知らず知らずのうちにトラブルを起こしていることがある。これらの現状を踏まえ、
情報モラルを含めたコンピュータ全般の話題について広く講義し、情報社会においてコンピュータを適正に使うための最低
限の知識を身につけることを目的とする。

本校学習・教育目標（本科の
み）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

インターネット利用における注意について(IPA教材)

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業目標

コンピュータの仕組みを理解し、コンピュータ機器やネットワークをルールやマナーを守って利用できる。

授業計画

ガイダンス
インターネットの利
用法について

総合情報センタ利用案内、moodleの利用法

電子メールによる情報の受信・発信

情報社会の個人情報と知的財産

情報社会における生活、セキュリティを守る技術

復習

前期中間試験

試験返却
オフィスソフトの利
用方法について

解答解説
スプレッドシート

スプレッドシート
ワードプロセッサー
ワードプロセッサー
プレゼンテーション
プレゼンテーション
復習

前期末試験
試験返却 解答解説

プレゼンテーション発表

コンピュータの仕 コンピュータの仕組み
コンピュータの仕組み
情報のデジタル表現
情報のデジタル表現
情報ネットワーク
情報ネットワーク
復習

後期中間試験
試験返却
コンピュータを利用
した問題解決

解答解説
コンピュータを利用した問題解決

コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
復習

学年末試験

試験返却
授業アンケート

解答解説，アンケート
コンピュータを利用した問題解決

前期中間試験20%、前期中間演習5%、前期期末試験15%、前期期末演習10%、後期中間試験20%、後
期中間演習5%、学年末試験15%、学年末演習10%の割合で評価するが、不適切なコンピュータの利
用や利用に伴うモラルの欠如が見られた場合は不合格となることもある。また、授業態度や演習レ
ポートの提出状況に応じて減点ないし不合格とすることもある。試験を欠席した場合は見込み点を原
則とする。

インターネット社会を生きるための情報倫理 新課程版(実教出版)
情報セキュリティ読本 4訂版(実教出版)

備考 1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。



講義

必修

目標 説明
○ 1

2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

第24回

第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

第32回

第33回

評価方法
と基準

教科書等

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

１年

科目

情報処理基礎 通年

担当

鈴木康人

全学科共通 Introduction to Information Processing 2

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業目標

コンピュータの仕組みを理解し、コンピュータ機器やネットワークをルールやマナーを守って利用できる。

Yasuhito SUZUKI

　　授業の概要

コンピュータの普及により情報社会となった現在では、コンピュータを使った世界でも実社会と同様にルールとマナーが求
められる時代になってきている。特に、最近ではコンピュータやネットワークを利用した際にルールやマナーの欠如が原因
となり、トラブルに巻き込まれたり、逆に知らず知らずのうちにトラブルを起こしていることがある。これらの現状を踏まえ、情
報モラルを含めたコンピュータ全般の話題について広く講義し、情報社会においてコンピュータを適正に使うための最低限
の知識を身につけることを目的とする。

本校学習・教育目標（本科の
み）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

情報社会の個人情報と知的財産

情報社会における生活、セキュリティを守る技術

復習

情報社会における生活、セキュリティを守る技術

授業計画

ガイダンス
インターネットの利
用法について

総合情報センタ利用案内、moodleの利用法

電子メールによる情報の受信・発信

インターネット利用における注意について(IPA教材)

ワードプロセッサー
ワードプロセッサー
プレゼンテーション

前期中間試験

試験返却 解答解説
スプレッドシート

試験返却 解答解説
コンピュータの仕組 コンピュータの仕組み

コンピュータの仕組み

プレゼンテーション
復習

前期末試験

情報ネットワーク
復習

後期中間試験

情報のデジタル表現
情報のデジタル表現
情報ネットワーク

コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決

試験返却 解答解説
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決

試験返却
授業アンケート

解答解説，アンケート
コンピュータを利用した問題解決

前期中間試験20%、前期中間演習5%、前期期末試験15%、前期期末演習10%、後期中間試験20%、後
期中間演習5%、学年末試験15%、学年末演習10%の割合で評価するが、不適切なコンピュータの利用
や利用に伴うモラルの欠如が見られた場合は不合格となることもある。また、授業態度や演習レポー
トの提出状況に応じて減点ないし不合格とすることもある。試験を欠席した場合は見込み点を原則と
する。
インターネット社会を生きるための情報倫理 新課程版(実教出版)
情報セキュリティ読本 4訂版(実教出版)

備考 1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

コンピュータを利用した問題解決
復習

学年末試験



講義

必修

目標 説明
○ 1

2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回

第24回

第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回

第32回

評価方法
と基準

教科書等

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

１年

科目

情報処理基礎 通年

担当

長澤正氏

全学科共通 Introduction to Information Processing 2 Masashi NAGASAWA

　　授業の概要

コンピュータの普及により情報社会となった現在では、コンピュータを使った世界でも実社会と同様にルールとマナーが求
められる時代になってきている。特に、最近ではコンピュータやネットワークを利用した際にルールやマナーの欠如が原因
となり、トラブルに巻き込まれたり、逆に知らず知らずのうちにトラブルを起こしていることがある。これらの現状を踏まえ、
情報モラルを含めたコンピュータ全般の話題について広く講義し、情報社会においてコンピュータを適正に使うための最低
限の知識を身につけることを目的とする。

本校学習・教育目標（本科の
み）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

インターネット利用における注意について(IPA教材)

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業目標

コンピュータの仕組みを理解し、コンピュータ機器やネットワークをルールやマナーを守って利用できる。

授業計画

ガイダンス
インターネットの利
用法について

総合情報センタ利用案内、moodleの利用法

電子メールによる情報の受信・発信

情報社会の個人情報と知的財産

情報社会における生活、セキュリティを守る技術

復習

前期中間試験

試験返却
オフィスソフトの利
用方法について

解答解説
スプレッドシート

スプレッドシート
ワードプロセッサー
ワードプロセッサー
プレゼンテーション
プレゼンテーション
復習

前期末試験
試験返却 解答解説

プレゼンテーション発表

コンピュータの仕 コンピュータの仕組み
コンピュータの仕組み
情報のデジタル表現
情報のデジタル表現
情報ネットワーク
情報ネットワーク
復習

後期中間試験
試験返却
コンピュータを利用
した問題解決

解答解説
コンピュータを利用した問題解決

コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
コンピュータを利用した問題解決
復習

学年末試験

試験返却
授業アンケート

解答解説，アンケート
コンピュータを利用した問題解決

前期中間試験20%、前期中間演習5%、前期期末試験15%、前期期末演習10%、後期中間試験20%、後
期中間演習5%、学年末試験15%、学年末演習10%の割合で評価するが、不適切なコンピュータの利
用や利用に伴うモラルの欠如が見られた場合は不合格となることもある。また、授業態度や演習レ
ポートの提出状況に応じて減点ないし不合格とすることもある。試験を欠席した場合は見込み点を原
則とする。

インターネット社会を生きるための情報倫理 新課程版(実教出版)
情報セキュリティ読本 4訂版(実教出版)

備考 1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。



実験

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回
第32回

評価方法
と基準

教科書等

　　授業䛾概要

  21世紀䛾技術者に求められる䛾䛿，高い専門性と同時に，幅広い知識と視野である。こ䛾科目で䛿，まだ専門分野䛾
学習が進んでいない1年生を対象に，「機械」，「電気」，「情報」，「化学」，「も䛾作り」䛾5つ䛾分野から選䜀れた基礎的な
10䛾実験と，PBL(課題解決型学習)を取り入れたグループ作業を行う。これら䛾作業を通して特定䛾専門分野に偏らない
幅広い視野と，工学全般に共通する基本的な学習姿勢と基礎的な能力を身につける。各実験に参加する前に，実験書を
読み，概要を理解しておくことが必要である。授業䛾実施にあたって䛿，技術室䛾支援を受ける。押川が総括責任者を，
小林(美)がコーディネーターを務める。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

青木,大久保(進),大沼,大林,後藤,小林(隆),
芹澤,高野,西田,西村,古川,松田,宮内

全学科共通
Fundamentals of
Engineering II 2履修単位

AOKI, FURUKAWA, GOTO, KOBAYASHI, MATSUDA,
MIYAUCHI, NISHIDA, NISHIMURA, OHBAYASHI,
OHKUBO, OHNUMA, SERIZAWA, TAKANO

１年

科目

工学基礎II 通年

担当

ガイダンス （1） :  科目説明，諸注意，安全教育(1)

　　授業目標

技術者䛾社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学䛾成果を社会䛾要請に応えて応用する能力
工学技術䛾専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科䛾
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目䛾み）

実践指針
（専攻科䛾み）

(1) 予習䛾ためにあらかじめ実験書を読み，概要をつかむことができる　(2) 必要な道具を持参して実験に取り組むことが
できる　(3) 指示された時間に作業を開始できるように集まることができる　(4) 実験に必要な安全な身なりを整えることが
できる　(5) 指示に従い，安全に作業を行なうことができる　(6) 計画的に時間を使い，時間内に作業を終えることができる
(7) チームで協力して作業をすることができる　(8) 整理整頓を意識しながら，作業と片付けができる　(9) 得られた結果を
もとに簡単な考察を行なうことができる　(10) 必要な事項を時間内に簡単な報告書にまとめ，提出できる　(11) 工学に䛿
幅広い知識と視野が必要なことを理解できる

授業計画

ガイダンス
ガイダンス（2） :  安全教育(2)

第1期
（基礎実験）

実験1 正しい䛽じ䛾使い方　（機械分野）

実験2 抵抗䛾測定　（電気分野）

実験3 計測と誤差　（情報分野）

実験4 食品成分䛾検出　（化学分野）

実験5 モータ䛾分解　（も䛾作り分野）

第1期(実験1～5)䛾まとめ

第2期(実験6～10)䛾まとめ
メカトロダーツ(1)

第3期
(PBL)

1.試験や課題レポート等䛿、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省䛾教育実施検査に使用することがあります。

第2期
（基礎実験）

実験6 スターリングエンジン （機械分野）

実験7 電磁波検出器コヒーラとアンテナ䛾製作（電気分野）

実験8 プログラミング　（情報分野）

実験9 化学電池䛾制作　（化学分野）

実験10 レゴによるロボット制御　（も䛾作り分野）

備考

2.授業参観される教員䛿当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

メカトロダーツ(2)

まとめ 第3期と全体䛾まとめ，授業アンケート

(1) 取り組み姿勢(50%), (2) レポート提出状況(20%), (3) レポート䛾内容(実験䛾目的や意義に見合った内容や
考察になっているか)(20%), (4) 創造的能力(考察䛾多角性や独自性，アイディア䛾具現化や提案力など）(10%)

メカトロダーツ(3)
メカトロダーツ(4)
メカトロダーツ(5)
メカトロダーツ(6)

工学基礎II実験書，実験実習安全必携，実習服，安全に実験ができる身なり，実験ノート(各自で用意)

第17回目䛾授業䛿，補講日を使用する

メカトロダーツ(7)



講義

必修

目標 説明
○ 1

2
3
4
5

第1回 押川・遠山・勝山

第2回 押川

第3回 押川

第4回 押川

第5回 遠山

第6回 遠山

第7回 遠山

第8回 勝山

第9回 勝山

第10回 勝山

第11回 押川

第12回 押川

第13回 押川

 
第14回 押川・遠山・勝山

第15回 遠山
第16回 遠山
第17回 遠山

第18回 勝山
第19回 勝山
第20回 勝山
第21回 押川

第22回 押川

第23回 押川

第24回
第25回 押川・遠山・勝山

第26回 遠山

第27回 遠山

第28回 遠山

第29回 勝山

第30回 勝山

第31回 勝山

 
第32回 押川・遠山・勝山

評価方法
と基準

教科書等

授業計画

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

　　授業の概要

1年次に学習する共通実験と並行して学習する。工学を目指す初学年者にとって，最も基本的で重要な工学の基礎を学習
する。これは2年生以降の高学年でも，また専門性が異なっても共通する重要事項の学習内容である。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

押川達夫，遠山和之，
勝山智男

Fundamentals of
Engineering I 1履修単位

OSHIKAWA T, TOHYAMA
K, KATSUYAMA T

工学基礎Ⅰ 通年

担当科目

第
Ⅱ
期

範囲は第Ⅰ期の内容

事故防止のための安全教育４

事故防止のための安全教育５

事故防止のための安全教育６

火気の安全な使用と作業服の重要性①
火気の安全な使用と作業服の重要性②
火気の安全な使用について③，地震対策

第
Ⅰ
期

電圧電流測定技術２
電圧電流測定技術３
沼津高専の勉強
報告書の書き方1
報告書の書き方２ グラフと図の書き方

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。
備考

3.第Ⅰ期，第Ⅱ期，第Ⅲ期のそれぞれの範囲内で各講師が3回連続で講義する。

３度の定期試験（前期末，後期中間，学年末）の平均点で評価する。満点の60%で合格とする。
ただし，レポート等により，十分に学習内容を理解したことが確認できた場合は最低点で合格させるこ
とがある。

範囲は第Ⅲ期の内容

沼津高専「工学基礎実験指導書」・関数電卓（指定のもの）

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することが
あります。

電卓の使用法１

第
Ⅲ
期

範囲は第Ⅱ期の内容

第
Ⅲ
期

事故対応について1
事故対応について2
知的財産について

電卓の使用法２
電卓の使用法３
地球環境問題１
地球環境問題２
地球環境問題３

１年

全学科共通

沼津高専のアドミッションポリシーと教育目標，工学を学ぶ心得，技
術者倫理

薬品の安全な取り扱い方①
薬品の安全な取り扱い方②
薬品の安全な取り扱い方③
テスターの基本的使用方法
電圧計と電流計の原理と基本的使用方法①
電圧計と電流計の原理と基本的使用方法②

なぜ工学を学ぶのか

事故防止のための安全教育１

事故防止のための安全教育２

事故防止のための安全教育３

電圧電流測定技術１

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

　　授業目標

本校学習・教育目標
（本科のみ）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針（専攻科のみ）

工学に共通の基礎知識を身につける。

（視聴覚教室）

（視聴覚教室）
基本的な使い方
三角関数
指数関数・対数関数
工学技術の発展と環境問題

間接測定量の有効数字
事故時の報告・連絡・相談
応急処置

JIS規格について
電気器具の安全な使用について
測定値と誤差
測定器の読み取りと有効数字

実験ノートのとりかたとノートの重要性

ＳＩ単位と組立単位

（視聴覚教室）

前期末試験
試験返却と解説

後期中間試験
試験返却と解説

学年末試験
試験返却と解説

ごみの分別・排水処理と持続可能性
環境倫理と生物多様性

第
Ⅱ
期

単位と工業規格1
単位と工業規格2
事故防止のための安全教育７

誤差と有効数字1
誤差と有効数字2
誤差と有効数字3
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講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 【教科書】佐竹正忠，御堂義之，永廣徹著，分析化学の基礎，共立出版．

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

【方法】授業目標(1)-(3)については，小テストおよび定期試験で評価する．【基準】定期試験80%（前期
中間40%，前期期末40%），演習ノート（課題＋自学自習）10%，小テスト10%

学年末試験

酸と塩基の平衡(3)：塩の加水分解
前期末試験

試験答案返却およびその解説

均一系イオン平衡(4)：pH計算，濃度均衡，電荷均衡，プロトン均衡
酸と塩基の平衡(1)：強酸と弱酸
酸と塩基の平衡(2)：強塩基と弱塩基

前期中間試験
前期中間試験の解説，均一系イオン平衡(2)：酸と塩基の定義
均一系イオン平衡(3)：酸解離の平衡定数，水の電離（水のイオン積）

電解質溶液の特性(1)：電解質の分類，水について①
電解質溶液の特性(2)：水について②
均一系イオン平衡(1)：化学平衡と平衡定数

SI単位系，接頭語，単位換算，有効数字

溶液の濃度(1)：モル濃度，百分率

溶液の濃度(2)：モル分率，ppm，ppb，グラム当量，規定濃度（規定度・当量濃度）

ガイダンス シラバスの説明，分析化学の概要，溶解現象：溶媒と溶液と溶質

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

(1)SI単位系，接頭語，有効数字を理解できる．
(2)溶液の濃度計算，pHの計算，平衡定数の計算ができる．
(3)酸塩基の定義，酸塩基平衡が理解できる．

授業計画

　　授業の概要

分析化学は，物質の化学組成を定性的あるいは定量的に解析することを目的として現在まで発展してきた．ここでは，主に
水溶液中で起こる現象を考え，そこでの化学反応について丁寧に解析する．基礎であるSI単位系，単位における接頭語，溶
液の濃度計算，溶液のpH，化学平衡，酸・塩基について学ぶ．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

藁科知之

物質工学科 Analytical Chemistry I １履修単位 WARASHINA Tomoyuki

２年

科目

分析化学I [分析I] 前期

担当



実験

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 学科作成䛾実験書

1.試験や課題レポート等䛿、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省䛾教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員䛿当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

【方法】授業目標(1)について，日頃䛾実験へ䛾取り組み姿勢から評価する．授業目標(2)について，
提出されたレポートおよび日頃䛾実験へ䛾取り組み姿勢から評価する．【基準】提出されたレポート
90%，日頃䛾実験へ䛾取り組み姿勢10%

キレート滴定（直接滴定法）
キレート滴定（置換滴定法，選択滴定法），片付け

酸化還元滴定（ヨウ素滴定）
キレート滴定に関する講義および演習，レポート作成
キレート滴定䛾準備（亜鉛標準溶液，EDTA溶液䛾調製）

酸化還元滴定に関する講義および演習
酸化還元滴定（過マンガン酸カリウム滴定）

実験内容䛾整理，レポート作成
第1属陽イオン䛾分離・検出
第3属陽イオン䛾分離・検出

実験内容䛾整理，重量分析に関する講義，重量分析実験準備
重量分析①（硫酸銅中䛾硫酸イオン䛾定量）
重量分析②（硫酸銅中䛾硫酸イオン䛾定量）

実験内容䛾整理およびデータ処理について：有効数字，実験値䛾統計処理など
レポート䛾書き方
中和滴定（水酸化ナトリウム溶液䛾標定，ソーダ灰䛾定量：ワルダー法）

定量分析に関する講義，実験ノート䛾作成方法

中和滴定に関する講義および演習（溶液䛾濃度計算），容量器具・天秤䛾扱い方講習

実験ノート䛾実験前チェック，中和滴定（標準溶液䛾調製，塩酸溶液䛾標定）

分析化学実験䛾概要説明（シラバス説明），実験䛾安全に関するガイダンス，実験器具䛾配布

　　授業目標

技術者䛾社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学䛾成果を社会䛾要請に応えて応用する能力
工学技術䛾専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科䛾
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目䛾み）

実践指針
（専攻科䛾み）

(1)実験に取り組む基本姿勢を理解することができる．
(2)実験に必要な基本的操作，実験ノート䛾書き方（実験䛾記録，溶液䛾濃度計算など），データ処理（有効数字䛾扱い
方，実験値䛾統計処理など），レポート䛾作成など，技術者として身に着けなけれ䜀ならない基本的かつ重要な技能を体
験を通して理解し身に着けることができる．

授業計画

　　授業䛾概要

分析化学実験䛿，今後行う様々な化学実験䛾基礎をなす．基礎的な定性・定量分析を通して，ガラス器具や天秤など
様々な器具や装置䛾取り扱い方，実験データ䛾記録およびデータ処理，レポート䛾作成など以後䛾実験に不可欠な事項
について学ぶ．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

藁科知之

物質工学科 Exp. Analytical Chemistry 無機化学実験と微生物学
実験と合わせて8履修単位 WARASHINA Tomoyuki

２年

科目

分析化学実験 [分実] 前期

担当



講義

目標 説明
1
2

○ 3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等
バイオテクノロジー　久保他（大学教育出版）、微生物実験バボガイド　堀越他（講談社サイエンティ
フィック）

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験４０％、期末試験５０％、課題・授業ノート１０％

学年末試験

微生物遺伝②（セントラルドグマ）
後期末試験

微生物学遺伝③（発現制御）

増殖 微生物の増殖
微生物増殖過程の測定

遺伝子 微生物遺伝①（遺伝子関連分子）

中間試験
酵素 微生物酵素（特徴と機能）

微生物酵素（活性測定）

微生物学各論（放線菌）
微生物学各論（真菌）
微生物学各論（酵母）

微生物学の歴史②

分類と命名 微生物の分類と命名

各論 微生物学各論（細菌）

ガイダンス、総論 微生物学の歴史①

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

１．微生物の種類とその働きの概要を説明できる。
２．遺伝子工学以外の方法による微生物分類の概要を説明できる。
３．バッチで培養された微生物の増殖過程で起きる変化を説明できる。
４．微生物が行う、タンパク質合成制御の概要を説明できる。

　　授業の概要

この授業は、１年生で学習した生物学を工学で展開するための橋渡しとしての授業である。また、同時に進行する「微生物
学実験」の内容を理解することを目的とする。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

蓮実　文彦

物質工学科 Microbiology １履修単位（講義１５） HASUMI Fumihiko

２年

科目

微生物学 後期

担当



実験

必修

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

担当

授業計画

　　授業の概要

生体，あるいはそれに関連した物質(食品など)の分析について，その基本的な分析技術を習得すると同時に，生物化学Ⅰ
で学ぶ内容を理解する。具体的には，酵素反応を化学的な手法を用いて検出したり，糖質，脂質，アミノ酸，タンパク質，お
よび核酸をその物理化学的な性質の違いにより分離後，検出，あるいは定量する。また，得られる実験データについては，
パソコンを使ってグラフや表として内容を整理すると同時に，レポート作成により比較・討論する技術も習得する。

実践指針
（専攻科のみ）

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

後藤 孝信

物質工学科 Exp.Biochemistry
有機化学実験と物理化学実験と

合わせて８履修単位
GOTO Takanobu

３年

科目

生物化学実験 前期

生体と食品の成分の基本的な取扱い法と分析法を習得すると共に，分析法の基本的な原理を理解し，説明できるようにす

る。

実験の説明１ 4/10   糖質と脂質の性質とその分析法

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の

み）

プログラム学習・教育目標

（プログラム対象科目のみ）

油脂の実験２ 5/1     油脂のヨウ素価の測定

実験の説明２ 4/11   アミノ酸，タンパク質と核酸の性質とその分析法

糖質の実験１ 4/17   デンプンの酵素的加水分解（検量線の作成）

糖質の実験２ 4/18   デンプンの酵素的加水分解（唾液によるデンプンの加水分解）

糖質の実験３ 4/24   レポート作成

油脂の実験１ 4/25   油脂のケン化価の測定

タンパク質の実験２ 5/23   タンパク質とアミノ酸の紫外部吸収

油脂の実験３ 5/2     レポート作成

アミノ酸の実験１ 5/9     アミノ酸の滴定曲線

アミノ酸の実験２ 5/15   アミノ酸のシリカゲルTLCによる分離と同定

アミノ酸の実験３ 5/16   レポート作成

タンパク質の実験１ 5/22   ミルクカゼインの単離

実験の演習１ 6/19   演習Ⅰ

タンパク質の実験３ 5/29   レポート作成

核酸の実験１ 5/30   玉ねぎからのDNAの単離

核酸の実験２ 6/12   DNAの紫外部吸収

核酸の実験３ 6/13   レポート作成

脂質とタンパク質の班は，レポート作成(１日)の後，実験を２日間行う。演習の班は

実験の演習２ 6/20   演習Ⅱ

実験の演習３ 6/26   演習Ⅲ

クラスを６班に分け，それぞれのテーマに割り振る。各実験は3日間で終了する。糖質，

アミノ酸，および核酸の班は，２日間の実験の後，レポート作成を１日実施する。

３日間の演習を実施し，実験に関する理解を深める。

備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

自作した実験書，遠心分離機，分光光度計，シリカゲルTLC，pHメーター，ビュレット，オイル

バス，マグネチックスターラーなど。

レポート内容と試験結果を評価の対象とする。レポートは，図表や考察の内容の他，実験データ

の精度も評価の対象とする。欠席者に対しては，後に追実験を行う。

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。



3Í

C�

�g ­Z

Õ

ê Ö

×

Ø

Ù

�Õ'

�Ö'

�×'

�Ø'

�Ù'

�Ú'

�Û'

�Ü'

�Ý'

�ÕÔ'

�ÕÕ'

�ÕÖ'

�Õ×'

�ÕØ'

�ÕÙ'

�ÕÚ'

�ÕÛ'

�ÕÜ'

�ÕÝ'

�ÖÔ'

ª�Vl
Ă*s

T�]�

ëëOdĆe¤

^h�0Ć*��Ą!Dĕ�}úĀì^h�"xĆ*_�Ą"J!DR�ĕ�BüđíÕ3ÍĨŀĳąÖYÅÐÜ[ÅÑ?Āđíĉþì
��3Íĕ®üøĂąĎĐ3ÍģĜĻĕ#�ùýđí3Í��Aì��āļĲŀĩĕQ�Ïüđí�U3ÍR�ô×Ĩŀĳ$ĉĒĀï
đí�Uĕ%©üđøĂąĎĐì�3Ą3ÍR�ĕ3 üđøĂĕ��Ăüđí

<JÖÚ=>ëkn:dÎ�5Ä0bĢĹĬģ

L9¾.

xµ:0� Exp.Organic Chemistry |x�03ÍĂx{�03Í
Ă"ĔýĀÜ8��� OSHIKAWA Tatsuo

Ń=

��

^h�03Í ¹=

M?

ěĘĦľģ 3Í1�T�

ëëOd�g

K¡�Ć�
�@�Ă´	ĕ�¥üđI>

�u�0ĆJ`ĕ�
Ć¤¯ąDñĀD}üđ��

:0K¡Ć5Ä��±ĕ�º�ąo}üđ��

²óĄ(ÆH¥ĂġĴķīğŀĢĸľ��

3¶�K¡�ĂúĀ§~�ą�;�Ãĕ��üđ/�

_b0�ĿT��gŁ_�ĆĊł

İĽĞĹĵ0�ĿT��g
ŁİĽĞĹĵ4³��ĆĊł

3¶NÂ
Ł5S�ĆĊł

^h�03Íąò÷đì*_�ÈŁq)��Ŀē½ĿęĬĲļŀĥŀĆ
}Ŀ��\ĿěĹģ�:Ŀ�7ĝĽĳĩĞĹĮėŀĿ�tr2Ŀ
jX�>r2łĕ�Büđí

Od§~

ěĘĦľģ 3ÍĨŀĳ­ZĂ°mG

ěĹģ�:è ^h�03ÍāÉ�ą,}üđĜĶĭĹĺŀ�ĆěĹģ�:ĕ ð

ěĹģ�:é q)��[ą}ïđĜĶĭĹĺŀ£��ĆěĹģ�:ĕ ð

3Ís� *�3ÍÕÒ×ń3ÍĞĻŀİĕ×ĨŀĳāĽŀĨŀĢĸľ

*�3ÍÕń1FÌÀĆęģĨĻ�
*�3ÍÖńıģĩĿĠģĩĆ�0
*�3Í×ńĖĤĩĖīĺĪĆ"J

*�3Í

D}3ÍÕń1FÌÀęģĨĻĆīĩĽ�
D}3ÍÖńĚīħĖĽ!D

D}3Í×ńX�§ąĎđ�0oExµĆ¦r
D}3Í

®Ê3ÍÕ ^h�"xĆÀĿ+*Exµĕp"xĆ�óď�Ç�£üđí

®Ê3ÍÖ æäáąĎđxµĆy2ńÚ�ËĆfº�Zxµĕåç�óďxµP2üđí

3ÍĆv�÷

ÕÓ«Íč®ÊļĲŀĩ�ćìãßàââÏì-0ª�Ŀ0�O�hfìU¿�0�ĆT�3Wcaą
}üđøĂôîĐĉüí��

ÖÓOd ¦ùĒđT&ć?¬Odô ĔĒđ6ĄöĂČÕ¼Å�ąT��M?T&Ĉ»�úĀöÿùïí

Ï3Íą4úĀĉûċąìi�ą��úþóì*_�ĄK¡ô·ą�ïþóăðóÐÛÔtÑìļĲŀĩª�Ð×ÔtÑÞ
3Í�`Ć¨¸ìU�¢ząÁtĕ�õª�üđí

įĻŀģ^h�0e­Ł�Öwł



¿¥

R�

�u ¼e

ê

ë

Đ ì

í

î

�ê-

�ë-

�ì-

�í-

�î-

�ï-

�ð-

�ñ-

�ò-

�êé-

�êê-

�êë-

�êì-

�êí-

�êî-

¹�b}
ĩ1�

`�f� ôĉČąāĂæâþèâûèâäëééïåâĔŔşŤŉhv�6s¼ţ�ë�ĕâä3¬~$ţÞg�ţ±Ï*Lţ<D�¸åâ�6'�

?ōŉŎĭy-Ĭ^rīħ­Ęē

êèºßĵ½ÜŠŗŤŎ�ĭĒøóôööâĒ36¹�ţ6�^�vtĒaÎ�6�Ĭ`©9cqmī
�ĢĸğĩĜĖķıĢē�§

ëè^r!´ĠĹĸ`,ĭK»^rĜ­ĺĹĸ@ĪĞĩĴêÌÕ�ī`��\K`,įË¡ġħĞĤĠėē

8iºßñéãæâ?ōŉŎëéãĩĢĸē

đđđâÚA0Ù5ĜĈùĀīMÛĻ"İĢ�Ē�N�Ñ &ĩďĆĀčĬÖ


�ijºß

ºß�p��È Ēºß�ę&ĺģĒıĩĳ

Ŭ�đÚA0�Ù5Ĝ�&�Ĭ78UĒ#SUĒĈùĀī"İĢ�lŭ�á;�	ĩ�á�Y	

đđđâ�á;�	ĬfĝbĒ78UĬ��

đđđâÚA0�ľőşłŤīĶĸ78UĒÚA0Ù5Ĝ#S�Y�īMÛĻ"İĢ#S

ū�đ�U	ĩ�	�6ŭŁŞşĪ�	ĒľŏŢŌĿŘŤĒüý¯·īĶĸľŏŢŌĿŘŤĬ)(}

đđđâ�6�UĪ�&�Ĭzd�IĒňļŉōŠĿŘŤ

đđđâśŊ�&�Ē#SĬ�	�6

đđđâ{ţļşņŤşĬļşńŢįĬ��#SĒļşŁŢĬ)(}ĒtÊ

đđđâŒšŅŢ�{�ĬļşŁŢįĬ��#SĒ{įĬļşŁŢįĬ��

đđđâ{�ĬļşńŢţļşŁŢįĬ��ĒÐUIĒ2x×&YĬ1�

ũ�đļşńŢŭ)(}ĒtÊĒŇŉçŎŞŢŉ�U	Ēâöÿ¯·īĶĸ)(}

đđđâļşńŢĬ78UĬzÇĒ#SUĒ#SJu.

Ū�đļşńŢĚĶĮļşŁŢĬ#SŭŒšŅŢ�{�ĬļşńŢįĬ��Ē�¤Í[U

ŀĽŋŢŉĒhv�6ĬQ¦

đđ^r�u

Z®¨Ĭ���N�ĩÃ�Ļ«³ĢĸXI

«��6ĬYlĻ��Ĭ²¾īSęħS�Ģĸª�

E6Z®Ĭ>Ô��ÀĻ�Ê�ī��Ģĸª�

ÁěĪ/ØW³ĩņřŜŐńŤŇŝŢª�

9Å�Z®¨ĩġħ¶��ī«F�ÓĻ¢£Ģĸ4�

kn6¦ţ`©�uťk�ĬĲŦ

ŕšŃŞŚ6¦ţ`©�u
ťŕšŃŞŚ=Â��ĬĲŦ

9Å]Ò
ť>_�ĬĲŦ

êèâļşńŢĒļşŁŢĒ�	�U	īĥėħ	��)(}ī1Ħėħ)(Ĩĝĸē
ëèâļşńŢĒļşŁŢĒ�	�U	ĒÚA0�Ù5ĻĴĥ�&�Ĭ%�#SīĥėħÙ5Ĭ�ĝĻÉġħ¼eĨĝĸē
ìèâ�	�U	Ļ�ÝĨĝĸē
íèâÚA0�Ù5ĻĴĥ�&�īĥėħ�á;�	Ļ�ħ�ĢğĩĜĨĝĸē

^r¶�

đđ^rĬs²

đhv�&�ĭĒÆĬ-ķĬ°+ĵ�	�ĻtYġħėĸÑ²Ī�ÄĨĖĸēhv�&�Ĭ�Uţ#Sţ&YĚĶĮĒ�5ŠŖşĨ
vªUĜ�ĪĸğĩĬ1�Ļ6¦Ģĸēk��ĭ�ÄE6�ŧHwOiī6¦�ĲĬhv�6÷Ķķ¢£Ģĸ�:ĨĖķĒļşńŢ
ĩļşŁŢĬtÊĚĶĮUÄĒ��#SĒ�	�U	Ē�á;�	īĥėħÙ5Ĭ�ĝĻVÀġħ�µġĒhv�6÷÷Ēhv�6÷÷÷
īĥĪĜĸ�ÀţT§�Ļ¦PĢĸē

GYëïHIđ|�Erà�>Ô6nŇŞœŉ

Cođ¼5

�ÄE6� úĉăĀćąāâõĄĂĆąĊċĉĎâ÷÷ êB��� YAMANE Setsuko

ŨH

��

hv�6÷÷ �i

\K



��

?�

q_ �Q

¸

Ê ¹

º

»

¼

y¸ 

y¹ 

yº 

y» 

y¼ 

y½ 

y¾ 

y¿ 

yÀ 

y¸· 

y¸¸ 

y¸¹ 

y¸º 

y¸» 

y¸¼ 

y¸½ 

y¸¾ 

y¸¿ 

y¸À 

y¹· 

y¹¸ 

y¹¹ 

y¹º 

y¹» 

y¹¼ 

y¹½ 

y¹¾ 

y¹¿ 

y¹À 

yº· 

��Ne
ß$h

LxSz
LxSĝĆēúþöĈûüēËja�*Ë'nw`È¦2¬��ĔôēĊvĕÌ
ãÙéÝ*åË(*âja�*Ë��Ë�;�Ĕ�*��ĕ

¸¶�°ë�¯ďćēÿzãÌÅÁÂÃÃ²Ì(*��Ē*�I�a^ÌM¡x*râL�+O[Yá
mÚïÖßÓÎîçÚÍ
�

¹¶I\��×ðïL�ã:�I\Ó�ñðï/àÔßê¸�¨�áLxqG:L�æ�}ØÝÔÛ×ÏÍ

�¨�°¹·³ÌUV�°½·³´Ë��èâ�¯¹·³Þ��ÚïÍ

*7V�°

®£0�{â�* ĖĜP�{

�UV�°

�°��

®£0�{â�* ĖęP�{

®£0�{â�* ĖĚP�{

®£0�{â�* ĖěP�{

®£0�{â�* c{

®£0�{â�* ĖėP�{

®£0�{â�* ĖĘP�{

�#£0�{â�* ÆµĄĐþö�{
�#£0�{â�* ÆµĄĐþö�{

�¨�°

¢�ß � _h¢� �­�ÌĂĎđûÿâ9

!	â�* |RÌT,�&^�Ìóôđ|RÌăđĀ^�

�#£0�{â�* ÇÉĄĐþö�{

õóýđû õóýđûÌja�*Äâ>�

ËËI\q_

F��âv�p<�ß��ò��ÚïD8

�kx*âEXòv�â��áAÐÝAmÚï��

4*F�â.§ps�ò��págmÚï��

�Òà"«C�ßùĉċāøēúČđ��

+�pF��ßØÝ�opá�5t¥ò~�Úï)�

WZ*�ĒL�q_ĔWxâèĕ

ąĐ÷čĊ*�ĒL�q_
ĔąĐ÷čĊ-�xqâèĕ

+�H¤
Ĕ.Jxâèĕ

�#�{âB�â$us�òÌ­bªB8Ì�*|�Ì¢Ē%$Ì¢�Ē �â�iÒí�áÜÕïÍ

I\�o

ËËI\â]�

WxqÞãÌ�	ëja��lâ�*pB�áÜÏÝ*åÍ�#�{â£0Ñìä®£0��lâB�òÌ�*|�Ì¢Ē%$Ì
¢�Ē �zâ$upàB�ß©�ØÝ*åÍ

6E¹½78Ëdf4\±z.§*Zúčăû

(3²K@

l�4*x Inorganic chemistry II ¸1��� Masashi Ookawa

ė7

xq

ja�*²ÄÄ =U

G:



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 【教科書】佐竹正忠，御堂義之，永廣徹著，分析化学の基礎，共立出版．

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

【方法】授業目標(1)-(4)については，小テストおよび定期試験で評価する．【基準】定期試験80%（前期
中間40%，前期期末40%），演習ノート（課題＋自学自習）10%，小テスト10%

学年末試験

演習
学年末試験

試験答案返却およびその解説

溶媒抽出(1)：分配平衡，分配係数
溶媒抽出(2)：分配比，抽出率
溶媒抽出(3)：多段階抽出

後期中間試験
前期中間試験の解説，溶解平衡と沈殿生成(3)：溶解平衡に及ぼす様々な因子②
溶解平衡と沈殿生成(4)：沈殿生成の例（水酸化物）

溶解平衡と沈殿生成(1)：溶解度，溶解度積
溶解平衡と沈殿生成(2)：分別沈殿，溶解平衡に及ぼす様々な因子①
演習

酸と塩基の平衡(2)：塩の加水分解②

均一系イオン平衡(1)：活量，活量係数，イオン強度①

均一系イオン平衡(2)：活量，活量係数，イオン強度②

ガイダンス シラバスの説明，酸と塩基の平衡(1)：塩の加水分解①

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

(1)塩の加水分解反応の現象を理解し，溶液のpHを計算できる．
(2)溶液において活量，活量係数，イオン強度の概念を理解し，それぞれの数値計算ができる，
(3)難溶性塩の水溶液中での溶解平衡および沈殿生成の現象を理解し，溶解度や溶解度積を使って計算することができる．
(4)溶媒抽出の原理を学び，分配係数や分配比の数値を使って抽出される物質量を計算で求めることができる．

授業計画

　　授業の概要

分析化学は，物質の化学組成を定性的あるいは定量的に解析することを目的として現在まで発展してきた．ここでは，主に
水溶液中で起こる現象を考え，そこでの化学反応について丁寧に解析する．塩の加水分解，活量，活量係数，イオン強度，
溶解平衡，溶媒抽出について学ぶ．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

藁科知之

物質工学科 Analytical Chemistry II １履修単位 WARASHINA Tomoyuki

３年

科目

分析化学II [分析II] 後期

担当
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実習

選択

目標 説明

○ 1

2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

芳野恭士

物質工学科 Exercise of Material Technology 1履修単位 YOSHINO Kyoji

３年

科目

特別物質工学実習 通年

担当

　　授業の概要

化学に関する基礎知識と技術を活かして、他者に対して実験の解説や指導を行うことにより、専門分野を通しての社会との
自発的なコミュニケーション能力を養う。実際には、化学教育または化学産業の振興を目的とした地域事業、および本学科
が主催する同様の事業において、参加者に対して化学技術に関する展示の解説や実験の指導を行う。履修学生は、指定
された教官の指導に従い、イベント発表の予習・準備を行い、実際にイベントに参加して、後片付けまでを行うこととする。こ
の科目を通して、自発的に化学実験についてその理論と実験原理をより深く理解させる。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科の
み）

1. 文献調査及び実験機器を取り扱う能力を身に付けること。。実験を遂行し、得られた学修成果をレポートにまとめて遅滞
なく報告する能力を身に付けること。
2. 実施した化学実験について、基礎技術・原理を理解し、説明できること。
3. 実施した化学実験について、操作方法・注意点を理解し、説明できること。
4. 実施した化学実験のために行った予備実験・準備について説明できること。
5. 実施した化学実験について、イベント参加者に対する説明として事前に準備した内容を説明できること。
6. 実施した化学実験について、後片付け・廃棄の内容を理解し、説明できること。

前期オリエンテー
ション

プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説
明。実験における安全確認の説明。

　　授業目標

授業計画

実践指針
（専攻科のみ）

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

イベント参加 科学イベントに参加する

イベント準備 科学イベントに出展するテーマの予備実験

イベント準備 出展物と解説の準備

イベント参加 科学イベントに参加する

イベント参加

科学イベントに参加する

イベント参加 科学イベントに参加する

報告書の作成

イベント準備 科学イベントに出展するテーマの予備実験

イベント参加 科学イベントに参加する

科学イベントに参加する

イベント参加 科学イベントに参加する

イベント参加 科学イベントに参加する

レポート作成

イベント参加

参加イベント例：青少年のための科学の祭典（静岡県児童開館主催）

　　　　　　　 　　乾電池を作ってみよう　　　　　　　　など

イベント準備 出展物と解説の準備

レポート作成 報告書の作成

　　　　　　　　 　　中学生のための化学実験講座（本学科主催）　　　　　など

実験テーマ例：野菜で酸性・アルカリ性を調べよう

適宜プリント資料を配布する。
参考書：化学同人　「新版実験を安全に行うために（事故・災害防止編）」，「新版実験を安全に行うた
めに（基本操作・基本測定）」

評価方法：
1. 科目担当教員は、提出された報告レポートについて、基礎・原理の説明／操作方法・注意点の説
明／予備実験・準備の説明／当日の参加者への説明／後片付け・廃棄の説明、の5項目を審査し、
それぞれ12点満点で採点して、評価の60%に当てる。
2. イベントに参加する際に、学生を直接指導した教員は、準備・イベント当日・後片付けへの参加の
積極性及び実験内容の理解度の4項目について各10点満点で採点し、評価の40%に当てる。
3. イベント時に参加者対象のアンケートを行った場合には、その評価を科目担当教員の評価の10％
に反映し、その場合にはレポートの評価点は50％とする。
評価基準：
科目担当教員によるレポート評価（アンケート評価を含む）60%,　指導教員の評価40%

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 化学工学会編 「基礎化学工学」　培風館(1999)

1.試験や課題レポート等䛿、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省䛾教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員䛿当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験 35%，期末試験 40%，小テストおよび演習課題 25%

学年末試験

総括伝熱係数䛾計算法 
前期末試験

エネルギー䛾流れ
と有効利用

試験解説 試験解説と授業アンケート

摩擦係数とFanning䛾式 
圧力・流㏿・流量䛾測定

化学装置内䛾流れ

伝熱䛾しくみと定常伝導伝熱 
対流伝熱と境膜伝熱係数 

化学装置内䛾流れ 流体䛾流れとレイノルズ数（層流・乱流）,円管内䛾㏿度分布
確認試験

試験解説,円管内䛾㏿度分布，流体䛾流れと管内摩擦 

授業計画

単位と単位換算化学工学とそ䛾基礎

物質収支(1)

物質収支(2)
エネルギー収支(1)
エネルギー収支(2)

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Chemical

engineering Ⅰ 1履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

３年

科目

化学工学 後期

担当

　　授業䛾概要

　化学工学と䛿，実験室的な化学操作を工業的に応用しようとした場合に必要な方策を体系化したも䛾である．これ䛿化
学プロセスと呼䜀れる物理化学的・電気化学的・機械工学的観点を含めた広い意味で䛾化学・生化学変化を与える生産
過程を対象とする．本講義で䛿プロセスを理解するために必要な物質収支，熱収，流体および熱移動を中心に述べる．

ガイダンス シラバス䛾説明：化学工学と䛿何か

　　授業目標

技術者䛾社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学䛾成果を社会䛾要請に応えて応用する能力
工学技術䛾専門的知識を創㐀的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科䛾
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目䛾み）

実践指針
（専攻科䛾み）

　以下に示す５項目について修得する．
(1) 物質収支式を導きだし，解くことができる, (2) エネルギー収支式を導きだし，解くことができる, (3) 機械的エネルギー収
支式を導きだし，配管を設計することができる, (4) 圧力・流㏿・流量䛾測定法䛾原理を理解し，測定値より圧力，流㏿およ
び流量を導くことができる, (5) 伝熱䛾機構を理解し，伝導伝熱，対流伝熱を説明できる



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第16回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 化学工学会編 「基礎化学工学」　培風館(1999)

1.試験や課題レポート等䛿、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省䛾教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員䛿当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験 35%，期末試験 40%，小テストおよび演習課題 25%

学年末試験

前期末試験
試験解説 試験解説と授業アンケート

摩擦係数とFanning䛾式 
圧力・流㏿・流量䛾測定

化学装置内䛾流れ

伝熱䛾しくみと定常伝導伝熱 
対流伝熱と境膜伝熱係数 

エネルギー䛾流れ
と有効利用

放射伝熱
総括伝熱係数䛾計算法 

化学装置内䛾流れ 流体䛾流れとレイノルズ数（層流・乱流）,円管内䛾㏿度分布
確認試験

試験解説,円管内䛾㏿度分布，流体䛾流れと管内摩擦 

授業計画

物質収支(1)

物質収支(2)
エネルギー収支(1)
エネルギー収支(2)

化学工学とそ䛾基礎

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Chemical

engineering Ⅰ 1履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

３年

科目

化学工学 後期

担当

　　授業䛾概要

　化学工学と䛿，実験室的な化学操作を工業的に応用しようとした場合に必要な方策を体系化したも䛾である．これ䛿化
学プロセスと呼䜀れる物理化学的・電気化学的・機械工学的観点を含めた広い意味で䛾化学・生化学変化を与える生産
過程を対象とする．本講義で䛿プロセスを理解するために必要な物質収支，熱収，流体および熱移動を中心に述べる．

ガイダンス シラバス䛾説明：化学工学と䛿何か，単位と単位換算

　　授業目標

技術者䛾社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学䛾成果を社会䛾要請に応えて応用する能力
工学技術䛾専門的知識を創㐀的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科䛾
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目䛾み）

実践指針
（専攻科䛾み）

　以下に示す５項目について修得する．
(1) 物質収支式を導きだし，解くことができる, (2) エネルギー収支式を導きだし，解くことができる, (3) 機械的エネルギー収
支式を導きだし，配管を設計することができる, (4) 圧力・流㏿・流量䛾測定法䛾原理を理解し，測定値より圧力，流㏿およ
び流量を導くことができる, (5) 伝熱䛾機構を理解し，伝導伝熱，対流伝熱を説明できる



講義

必修

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

駒佳明

物質工学科 Applied Physics １履修単位 KOMA Yoshiaki

３年

科目

応用物理Ⅰ 後期

担当

　　授業䛾概要

３年前期で学んだ物理を，二体系䛾運動，剛体䛾運動，振動運動へ拡張する。特に，理想化した系である質点系について
学んだ力学を，大きさ䛾ある剛体系に適用すること，および回転運動と振動運動を運動方程式を立てて解析することに力点
を置く。

技術者䛾社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学䛾成果を社会䛾要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科䛾
み） 工学技術䛾専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

剛体                     　（力学Ⅱ第4章）

慣性モーメント

回転運動䛾運動方程式

二体系䛾力学を理解すること。剛体䛾回転運動を質点系䛾運動と対比させながら理解すること。様々な具体例について回
転運動䛾運動方程式を立て，それを解けること。単振動，減衰振動，強制振動と共振現象を理解すること。様々な具体例に
ついて振動運動䛾運動方程式を立て，それを解けること。

二体系䛾力学 重心と相対運動      　（力学Ⅱ第3章）

　　授業目標

授業計画

実践指針
（専攻科䛾み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目䛾み）

様々な運動 物体䛾落下運動 　　(力学Ⅱ第1章）

中間試験

回転運動䛾エネルギーと仕事

衝突

質点系と剛体䛾力
学

回転運動と極座標，角運動量

単振動

減衰振動

単振動　　　　　　　　(力学Ⅰ第5章,力学Ⅱ第1章）

強制振動と共振

まとめ

振動運動䛾まとめと演習

学年末試験

初歩から学ぶ力学Ⅰ，Ⅱ （大日本図書）

定期試験䛾平均成績で評価する。演習レポート等による評価を定期試験に最大20%まで組み入れる
ことがある。評価点が満点䛾60%に達すれ䜀合格とする。

1.試験や課題レポート等䛿、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省䛾教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員䛿当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。



ᐇ㦂

┠ᶆ ㄝ᫂

1
䕿 2

3
4
5

➨1ᅇ

➨2ᅇ

➨3ᅇ

➨4ᅇ
➨5ᅇ
➨6ᅇ
➨7ᅇ
➨8ᅇ
➨9ᅇ
➨10ᅇ
➨11ᅇ
➨12ᅇ
➨13ᅇ
➨14ᅇ
➨15ᅇ
➨16ᅇ
➨17ᅇ
➨18ᅇ
➨19ᅇ
➨20ᅇ

ホ౯᪉ἲ

䛸ᇶ‽

ᩍ⛉᭩➼

䜎䛸䜑

ணഛ᪥

ሗ࿌᭩3ሗ䛾ᥦฟ䛸ෆᐜ䛷ホ౯䛩䜛䠖䠍䠌䠌%

≀㉁ᕤᏛᐇ㦂᭩

ഛ⪃

1.ヨ㦂䜔ㄢ㢟䝺䝫䞊䝖➼䛿䚸JABEE 䚸኱Ꮫホ౯䞉Ꮫ఩ᤵ୚ᶵᵓ䚸ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䛾ᩍ⫱ᐇ᪋᳨ᰝ䛻౑⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹

2.ᤵᴗཧほ䛥䜜䜛ᩍဨ䛿ᙜヱᤵᴗ䛜⾜䜟䜜䜛ᑡ䛺䛟䛸䜒1㐌㛫๓䛻ᩍ⛉┠ᢸᙜᩍဨ䜈㐃⤡䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

ᐇ㦂䠟 ゐ፹䛾άᛶ໬䚸ὶ㔞䛾᳨ᐃ䚸཯ᛂ⅔䛾 ᗘ䝁䞁䝖䝻䞊䝹

ᐇ㦂䠟 ゐ፹䛾άᛶ໬䚸ὶ㔞䛾᳨ᐃ䚸཯ᛂ⅔䛾 ᗘ䝁䞁䝖䝻䞊䝹

ᐇ㦂䠟 ゐ፹䛾άᛶ໬䚸ὶ㔞䛾᳨ᐃ䚸཯ᛂ⅔䛾 ᗘ䝁䞁䝖䝻䞊䝹

ᐇ㦂䠞 ຍỈศゎ཯ᛂ䠖35䉝䛷䛾㓑㓟䜶䝏䝹ຍỈศゎ཯ᛂ

ᐇ㦂䠟 ὶ㏻⣔཯ᛂ㏿ᗘ䛾ゎᯒἲ䠄䜶䝍䝜䞊䝹䛾⬺Ỉ཯ᛂ䠅

ᐇ㦂䠟 ᐇ㦂ᶵჾྲྀ䜚ᢅ䛔ἲ䛾⩦⇍䠖 ᗘ᮲௳䠍ᐇ㦂䚸ᐇ㦂㛤ጞ

ᐇ㦂䠞 䜶䝇䝔䝹໬཯ᛂ䠖 ᗘ᮲௳䠏ᐇ㦂䚸ゐ፹◲㓟䜢ῧຍ䛧ྠᵝ䛾ᐇ㦂䜢ẚ㍑᳨ウ

ᐇ㦂䠞 䜶䝇䝔䝹໬཯ᛂ䠖 ᗘ᮲௳䠏ᐇ㦂䚸ゐ፹◲㓟䜢ῧຍ䛧ྠᵝ䛾ᐇ㦂䜢ẚ㍑᳨ウ

ᐇ㦂䠞 䜶䝇䝔䝹໬཯ᛂ䠖 ᗘ᮲௳䠏ᐇ㦂䚸ゐ፹◲㓟䜢ῧຍ䛧ྠᵝ䛾ᐇ㦂䜢ẚ㍑᳨ウ

ᐇ㦂䠝 ஌⏝㌴᤼䜺䝇᥇ྲྀ䚸ศᯒ䚸ᐇ㦂㛵㐃ᩥ⊩䜢⌮ゎ䛩䜛

ᐇ㦂䠝 ஌⏝㌴᤼䜺䝇᥇ྲྀ䚸ศᯒ䚸ᐇ㦂㛵㐃ᩥ⊩䜢⌮ゎ䛩䜛

ᐇ㦂䠞 ᅇศᘧ཯ᛂ㏿ᗘ䛾✚ศゎἲ䠄䜶䝇䝔䝹໬཯ᛂ䚸ຍỈศゎ཯ᛂ䠅

ᐇ㦂䠝 䝰䞊䝍䝞䜲䜽䛾᤼Ẽ䜺䝇䛾ศᯒ䠖C1䡚C4Ⅳ໬Ỉ⣲䚸CO䛺䛹ศᯒ⏝䜺䝇䜽䝻᳨㔞⥺䛾సᡂ

ᐇ㦂䠝 䝞䜲䜽᤼䜺䝇᥇ྲྀ䚸ศᯒ䚸ᐇ㦂㛵㐃ᩥ⊩䜢⌮ゎ䛩䜛

ᐇ㦂䠝 䝞䜲䜽᤼䜺䝇᥇ྲྀ䚸ศᯒ䚸ᐇ㦂㛵㐃ᩥ⊩䜢⌮ゎ䛩䜛

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 3✀㢮䛾ᐇ㦂䛾ලయⓗᐇ㦂᪉ἲ䛾ㄝ᫂

䝥䝻䜾䝷䝮Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ

䠄䝥䝻䜾䝷䝮ᑐ㇟⛉┠䛾䜏䠅

ᐇ㊶ᣦ㔪

䠄ᑓᨷ⛉䛾䜏䠅

䚷䚷ᤵᴗ┠ᶆ

䠍䠊ศᯒᶵჾ䠄䜺䝇䜽䝻䝬䝖䜾䝷䝣䜱䞊➼䠅䜢౑⏝䛧䚸䜺䝇⤌ᡂ䜢Ỵᐃ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

2. ໬Ꮫ཯ᛂᘧ䛛䜙཯ᛂḟᩘ䜢᥎ᐃ䛧䚸཯ᛂ㏿ᗘᐃᩘ䜢ィ⟬䛷䛝䜛

3.཯ᛂ㏿ᗘ䛾 ᗘ౫Ꮡᛶ䛻䛴䛔䛶⌮ゎ䛧䚸άᛶ໬䜶䝛䝹䜼䞊䛺䛹䜢䜰䞊䝺䝙䜴䝇๎䛛䜙⟬ฟ䛷䛝䜛

䠐䠊ᐇ㦂䛻㛵䛩䜛ሗ࿌᭩䜢ㄽ⌮❧䛶䛶᭩䛟䛣䛸䛜䛷䛝䚸ᮇ᪥ෆ䛻ᥦฟ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

ᤵᴗィ⏬

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 ᐇ㦂ᴫせ䞉┠ᶆ䚸䝇䜿䝆䝳䞊䝹䚸ホ౯᪉ἲ䛸ᇶ‽䚸➼䛾ㄝ᫂䚹ྛ䝔䞊䝬䛻䛴䛔䛶⫼ᬒ䛸⌮ㄽ

ⓗ䛺ㄝ᫂䜢⾜䛖䚹

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 ྛ䝔䞊䝬䚸Ᏻ඲ᩍ⫱

䚷䚷ᤵᴗ䛾ᴫせ

௚䛾Ꮫ⏕ᐇ㦂䛷⩦ᚓ䛧䛯ᇶ♏ⓗ䛺ᐇ㦂᧯స䜢฼⏝䛧䚸໬ᏛᕤᏛ䛻ᚲせ䛺ᛂ⏝ᐇ㦂䛚䜘䜃⌮ㄽⓗ⪃ᐹ䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸䜢

┠ⓗ䛸䛩䜛䚹

ᮦᩱ໬Ꮫᐇ㦂䊡䛷䛿䐟䝰䞊䝍䝞䜲䜽䞉஌⏝㌴䛾᤼Ẽ䜺䝇ศᯒ䚸䐠཯ᛂ㏿ᗘ䛾✚ศゎἲ䚸䐡ὶ㏻⣔཯ᛂ㏿ᗘ䛾ゎᯒἲ䛾3
䝔䞊䝬䜢ᐇ㦂䛧䚸䜺䝇䜽䝻䝬䝖䜾䝷䝣䜱䞊䛾 ᐃᢏ⾡䚸཯ᛂ㏿ᗘᐃᩘ䛾⟬ฟཬ䜃䚸཯ᛂ㏿ᗘ䛾 ᗘ౫Ꮡᛶ䛾⪃ᐹ䛻䛴䛔䛶

⩦ᚓ䛩䜛䚹䠍䝔䞊䝬䛾ᐇ㦂᫬㛫䛿䠏᫬㛫×䠑ᅇ䛸䛧䚸ᐇ㦂ィ⏬䛾❧᱌䚸ᐇ㦂䚸䝕䞊䝍ゎᯒཬ䜃䚸ᐇ㦂⤖ᯝ䛻ᑐ䛩䜛⪃ᐹ䜢⾜

䛖䛣䛸䛻䜘䜚䚸5ᖺ⏕䛷⾜䛖◊✲◊✲䛷䛾ᐇ㦂䛻ᑐ䛩䜛ᇶᮏⓗ䛺ྲྀ䜚⤌䜏ጼໃ䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹

ᮏᰯᏛ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ

䠄ᮏ⛉䛾䜏䠅

ᢏ⾡⪅䛾♫఍ⓗᙺ๭䛸㈐௵䜢⮬ぬ䛩䜛ែᗘ

⮬↛⛉Ꮫ䛾ᡂᯝ䜢♫఍䛾せㄳ䛻ᛂ䛘䛶ᛂ⏝䛩䜛⬟ຊ

ᕤᏛᢏ⾡䛾ᑓ㛛ⓗ▱㆑䜢๰㐀ⓗ䛻ά⏝䛩䜛⬟ຊ

㇏䛛䛺ᅜ㝿ឤぬ䛸䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊ

ᐇ㊶ⓗᢏ⾡⪅䛸䛧䛶ィ⏬ⓗ䛻⮬ᕫ◊㛑䜢⥅⥆䛩䜛ጼໃ

ᖹᡂ26ᖺᗘ䚷἟ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ䝅䝷䝞䝇

䠐ᖺ

⛉┠

ᮦᩱ໬Ꮫᐇ㦂䊡 ㏻ᖺ

ᢸᙜ

ᒣ⏣♸୍㑻

≀㉁ᕤᏛ⛉ Materials Chemistry in Experiment 䊡
໬ᏛᕤᏛᐇ㦂䚸ᮦᩱ໬Ꮫᐇ㦂

䊠䛸ྜ䜟䛫䛶8ᒚಟ༢఩
YAMADA Yuichiroᮦᩱᚲಟ



GĔ

�s^�

®� èy

Ġ

ġ

Ģ

ģ

Ĥ

½Ġ:

½ġ:

½Ģ:

½ģ:

½Ĥ:

½ĥ:

½Ħ:

½ħ:

½Ĩ:

½Ġğ:

½ĠĠ:

½Ġġ:

½ĠĢ:

½Ġģ:

½ĠĤ:

½Ġĥ:

½ĠĦ:

½Ġħ:

½ĠĨ:

½ġğ:

ã�u�
Ũ>�

p¸|¾

VcġĥWXŎ��R�ĕ¾KČE�ƉƥƗƊ

ƱW

¸®

�s*EGĔĮ ùW

iZ

Q�ŎèD

¡óRE¸ ĲļŉĿŇłļŃňĘīŁĿńłňŉŇŌĘłŅĘĬŋņĿŇłńĿŅŉĘĮ
*EREGĔĜĘ�s*EGĔ
ōŨ5żŠŦħP�,�

YAMANE Setsuko

ŎŎk�Ŭ�Û

Ŏ�s*EGĔĮŭĚĠěô�M�Ŭ5cŕŷŮ¡`Ŭß�ŏĚġě+ÆĔ­!Døā�Ž¨ŒŢ}��sŬđD¢bŶ0_Ā¹¾Ŭ
à¿ŏĚĢěĕ!D�sŬ5cŨšŬ¡`Ŭß�ŏĚģě���sŬ5cŨ�úß�Ŭ�sūďşźģƑƬƝŖŸ�cŜŻźŐ
ĚĠěƲĠĨħĦWūÔª�XĨğİŽõŔŢĻĝĪĝīĝĴÁô�Mŗ?7ŜŻŏÔª�X
�ŧŭhfŽ¦ŞŪŒtŢŪđDRE�sŨŝŦ²
»ŗýŴŸŻŦŒźŐĕ�ô�M�Ŭ_¨ūŷŹŏđ�ŬBĉ�ÉŶƦƖſơƬƎƬƂƬŗG¤ŜŻŦŒźĈÛŪ�sŧőźŐ
ĚġěƲė�oLŗ2�&EŧŭèyŧŘŪŒśŨŷŹĉDìŗç¦ŝŏĉD*EŰŨ«OŝŢŐĠĨ�ÂÄżŹūĉD*Eŧdœ-D
øāŏ!DøāŨÆĔ�ŽÅų5żŠŢ+ÆĔ­!Døā�ĚĲĴĵĩīěŗč«ŜŻŏśŻŲŧÆĔ­ūÐIŜŻŦŘŢ}�*E0
_ŗŏà¿�ŖŸèyşźśŨŗ3ÓŨŪŤŢŐ}�*5¡Ŭ0_`ŕŷŮ0_ŬýØŽƘƌƈƪ�ŧ3Ü*ŝŏ}�*EŬ¥ß
Ž�ŴźśŨŗŧŘŏ}�*EŬÕÏŶ}��sáàŪũxUŬ²»ū}¨ŧőźŐ
ĚĢěƲĠĨġğW�ūĭĞĘķŉļŊľłŅŀĿŇūŷŤŦSBŪ!DĉŽ}şźĕ!DŗŭŞŴŦâyŜŻŢŐ¤=ŏ±�Žò�ŨŝŦ�Wq¬�Ɠƪ

�Ŭĕ!Dŗ¦§ŜŻŏ·ĂŬ¦�ū�3�Ū�sŨŝŦ�÷ŝŦŒźŐR�­ūŵ¨ŒŸŻŦŒźƙƖƧ*5¡Ŭ�'Ĉ50
_ŭŏĕ!D5cŬ	ÛŪu�ŨŝŦĈÛŧőŹŏŲŢĕ!D5cŬ>µŽcşŵŬŧőźŐ
ĚģěƲ�´��ĖÚÍŬ«OŨz/ū�Œŏ�´��ĖūŷŤŦ;��Ŭ�ÃŬą�qA*ŗêűźśŨŗ�Ö­ūŪŤŦŘŦŒ
źŐ�Ö­ū¨ŒŸŻŦŒźƋƥƞƐƄƊŶƃƥƊŬ5c�ŧőźƍƧĝƇƧ�ūŦſơƧƚžƊ¢ŬƇƧŽ5cŝŏ;�ĳĲĶ�Fū
Ŧ�úß�ŽØœśŨŧŏ�sß�ū^ÛŪ�9!�Ŭ°îŽÏ]şźśŨŗŧŘźŐ
Ŏ
�ŬģƑƬƝŬGvūŭŏĢW�ŲŧŬYEŧÏ]ŝŢ°îŕŷŮE¦GĔŧÏ]ŝŢGĔm�eÙŗ^ÛŧőźŐ~GĔŽù
ŝŦ��*Eƫ!�*Eƫ¡¥*Eƫ}�*Eƫ*EREŬEĐūŕŚźťŪŗŹŽ�Á­ūEůśŨŗŧŘźŐ

~�EÏƫpÒ®�ƭ~¸ŬųƮ

eÙÑŬ¶�­[$Ũñ�ŽÕÝşźbX

Õ ¸EŬc�Ž¶�ŬÛëū_ŔŦ_¨şźÓ&

REeÙŬKČ­°îŽ%ú­ū�¨şźÓ&

ïŖŪ<ĐaÝŨƈƞƢƖƆƬƉƣƪÓ&

Gö­eÙÑŨŝŦà©­ūÕT²ċŽÊËşźC)

ĕ�ô�M�Ŭ5cĚĢě ĕ�ô�M�Ŭ5cư

ƛƩƅƥƟEÏƫpÒ®�
ƭƛƩƅƥƟJð¸®ŬųƮ

GöjĊ
ƭKn¸ŬųƮ

ŎŎk�®�

ĠĞĘr£ê�Ó&ŬÏ]ŏGĔ��Ŭ1ŹdŒuŬÏ]ŏ/ŮGĔŽþØŝŏ]ŸŻŢE�c�ŽƨƜƬƓūŲŨŴŦÿ�Ūř?7
ŧŘźŐ
ġĞĘGĔ|Ŭ�HŽ¥ßŝŏÕ!ŧGĔà©Ž¼Ŧŏă"ŪGĔ��Ŷ!��9Ž�ŤŦGĔŽþØŧŘźŐ
ĢĞĘ4GĔƑƬƝŬ®­ŕŷŮ-¥Ž¥ßŝŏGĔÇ�ŽÐIşźśŨŗŧŘźŐ
ģĞĘƘƌƈƪŽ�ŤŦ?7|Ŭ�cŕŷŮƒƬƎ ¥Žă"ūØœśŨŗŧŘźŐ

k�à©

ĕ�ô�M�Ŭ5cĚĠě ƃƁƏƪƊŏĕ�ô�M�Ŭ5cŬGĔŬèy
ĕ�ô�M�Ŭ5cĚġě ĕ�ô�M�Ŭ5cƯ

ĕ�ô�M�Ŭ5cĚģě Ç{�úūďşźíÎŨ�Ï
ĕ�ô�M�Ŭ5cĚĤě ĺÌ:gƘƎƬƪŬ�F
ĕ�ô�M�Ŭ5cĚĥě ĸĽ�Fƭđ�hf�FƮŏƝƁƊƕƬ(�Ŭ³æŏćÃ6}ĉŬ�FƭƤƬƔƠƓƦƬƮ
ĕ�ô�M�Ŭ5cĚĦě ĸĽ�Fƭđ�hf�FƮŏƝƁƊƕƬ(�Ŭ³æŏćÃ6}ĉŬ�FƭƤƬƔƠƓƦƬƮ
à¿�*EĚĠě }�*5¡Ŭ�úŏć`ƫ@>`XŬď�
à¿�*EĚġě ×ēwÍl0_Ŭ
�
à¿�*EĚĢě �[!DŬĭĴĲĴŨıĹĲĴ
ĕ!DŬ5cĚĠě ĕ!DŬ5cŬGĔŬèy
ĕ!DŬ5cĚġě ƜƦĆćƙƖƧŬĈ5
ĕ!DŬ5cĚĢě ƜƦƙƖƧſƧƈƬƧŬ5c
ĕ!DŬ5cĚģě 4º�9!�ƫ!Dĉ�FūďşźíÎŏ4ƚƀƧƟŬĮĶ�F
ĕ!DŬ5cĚĤě ÀX�ūŷź!DĉŬ�Fŏ�´��Ėūŷź�úß�
ĕ!DŬ5cĚĥě ÀX�ūŷź!DĉŬ�Fŏ�´��Ėūŷź�úß�
�9!�ĚĠě �9!�ŬGĔŬèy
�9!�Ěġě ƍƧƬƇƧ�ūŷźſƧƞƕƉƦƂÁƇƧŬ5c
�9!�ĚĢě �´��ĖÚÍŽ¨ŒŢſƧƞƕƉƦƂÁƇƧŬ�úß�#+
�9!�Ěģě �´��ĖÚÍŽ¨ŒŢſƧƞƕƉƦƂÁƇƧŬ�úß�\+ŏŲŨŴ

ƨƜƬƓħğęŏGĔbXġğęŏĥğ�
�Ž5�ŨşźŐ

¡óREGĔ|

�Ð ĠĞäĔŶéĒƨƜƬƓ¾ŭŏįĩĪĬĬĘŏBEã�ƫE�k���ŏrĄ¸E¯ŬpÒGv��ū�¨şźśŨŗőŹŲşŐ

ġĞk�.ÞŜŻźp8ŭZåk�ŗØżŻźNŪřŨŵĠüĎ#ūp¸®iZp8ŰûÈŝŦřţŜŒŐ



ª�

B�

}i ¦V

Ð

Ñ

ê Ò

Ó

Ô

�Ð!

�Ñ!

�Ò!

�Ó!

�Ô!

�Õ!

�Ö!

�×!

�Ø!

�ÐÏ!

�ÐÐ!

�ÐÑ!

�ÐÒ!

�ÐÓ!

�ÐÔ!

�ÐÕ!

�ÐÖ!

�Ð×!

�ÐØ!

�ÑÏ!

�ÑÐ!

�ÑÑ!

�ÑÒ!

�ÑÓ!

�ÑÔ!

�ÑÕ!

�ÑÖ!

�Ñ×!

�ÑØ!

�ÒÏ!

¢�Tn
ă&q

P�X�

ÐÎ£Æď§ÅĹİĽħ�ĈìÞÙÚÜÜÈì).¢�ļ.�L�jgìR·�.~ćP�1UdaĆ
züēùăõïĒČüí
�

ÑÎLe��úĔēP Ĉ=¤Leõ�ĖĔē5ą÷ăĎÐµÁ�ĆP�}J=P Ċ´�ûā÷ÿúðí

u°8.�ºć3À&��}ăûāćsj�.ć&]�«õ�@ĂöþôĄñôėì[\£ÆĂ�¥ûìý
ćrQĂ¢�üēí¢�&qŁ�[\£ÆÕÏÉì�Á£ÆÒÏÉÍÈ�9¢�ÈÐÏÉ

Zj»6¾	ć�. ěĸįĨĸ¾	ÊØÎÑË

£Æ ¦ [\£Æ ¦

¶�»6¾	ć�. ¾	ć/0EÊ×Î×Ë
¶�»6¾	ć�. ¾	ć�DÊ×ÎØË
Zj»6¾	ć�. Ð×Ä,�Ê×ÎÐÏÍØÎÐË

¶�»6¾	ć�. ¸���Ê×ÎÓË
¶�»6¾	ć�. ¾	ćE°ì¾	ćÄ,ĤĮĝħĸÍ¾	ć�EÊ×ÎÔÍÈ×ÎÕÍÈ×ÎÖË
¶�»6¾	ć�. ¾	ć/0EÊ×Î×Ë

¶�»6��ć�. âĽĬĺĥĝ��ÊÖÎÐË
¶�»6¾	ć�. ¸���uć��ì¾	ć¸�Qăg³ÍÊ×ÎÐÍÈ×ÎÑÍÈ×ÎÒË

c,ęĩĸĜĽ įĸĻĪĽīĽġĘĝĸ

"	ć�. �Wg³ÊÒÎÐË

"	ć�. "	ćÄ,g³ăÄl�4ÊÒÎÔË

�.�� ĘĚĻ��E�WÊÑÎÑË

ĚķęĻĦĽĢĵĻ ĭĺĞĶĳć.�ļP�}iìLef�ļ}iìĤğģĴĽĸì¢�Tnă&qì�ć¦V

ëëLe}i

I��ć��|>�ă¯�ė��üēG<

�t�.ćH`ė��ć�¨ĆDòāDzüē��

8.I�ć3À|�«ė�³|Ćpzüē��

­ôą#ÂF�ăĠĲĴĨğĽĢĵĻ��

1±|I��ăûā¡{|Ć�9�¿ė��üē+�

]b.�ļP�}iľ]�ćčĿ

ĭĺĞĶĳ.�ļP�}i
ľĭĺĞĶĳ2®�}ćčĿ

1±K¼
ľ3N�ćčĿ

ÛÎÈ8.|ą _ļ�_��ĉùĔđė�³|Ć��üē��

ÐÎÈ"	�Wćg³ėMøìýćvAė¦VĂöēùăí
ÑÎÈĘĚĻE�Wćc,ęĩĸĜĽė¡�Ăöēùă
ÒÎÈ¸���uì¶���óĐĉýć��uć&]|E°ĆĀðā�òìkû÷�òđĔēùăí
ÓÎÈ¸���uóĐĉ¶�����uć��|E°ĆĀðāì©y|Ć¦VĂöēùăí

Le¡{

ëëLećf�

È]�}ć��ąĦĽıĈì"	ăì¸���uľ¾	ĿĂïēí�WE"	Ĉì%xėgHüē½uì»6ôđY��ć^SĆðþ
ēČĂhîąăùĕĆ-$ûāðēíýĔđćg³Ĉ(hĂ�ÃĂïēí¸���uĈìàãèçãèĆĐē¸�¦Ć*ČĒìßáéæåçäĆĐ
ē�,���y©ìw$Ĉ�W'y©ď¸�,'y©ėzðāýć��ućuEõ¬©úĔāðēí
ë]LeĂĈ"	ć�Wg³ă/0E�ĉÄ,uEć&�ė²ċþ?ì¶���ćE°ė¸���uć��nì�.|E°ì&
�|ąy©|ą ¹ėzðā²ċēí

:HÑÕ;<ëmo8eÇ�3À.bĢĶīĤ

)7ÈOC

u°8.� Inorganic chemistry II Ð.���ľª�ÒÏÌ�.��ÐÔËË Masashi Ookawa

ŀ;

�}

sj�.ÈÝÝ �[

J=



講義

必修

目標 説明
1
2
3

○ 4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 プリント

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

科学英語 Hydrocarbons, Proteins

試験答案返却およびその解説

【方法】(1)高校の化学を題材にした英文の単語や熟語について和訳ができるかどうかは，小テストお
よび定期試験で評価する．(2)高校の化学を題材にした日本語の単語や熟語について英訳ができる
かどうかは，小テストおよび定期試験で評価する．(3)高校の化学を題材にした英文の和訳ができる
かどうかは，小テストおよび定期試験で評価する．(4)(1)-(3)について自分の理解度を評価させる．
【基準】前期中間試験24%，前期期末試験24%，後期中間試験24%，学年末試験24%，学生の自己達成
度評価4%

科学英語 Photography, Catalyst
科学英語 Artificial radioactive atoms, Hardness in water
科学英語 Nuclear reactor, Colloidal suspensions
科学英語 Fibers and plastics, Saponification
学年末試験 後期中間試験以降の範囲に関する試験

後期中間試験 前期末試験以降の範囲に関する試験
科学英語 Periodic chart (II), Metals and metallic bond
科学英語 Nonmetals, Metalloids

科学英語 Speed of reactions
科学英語 Atomic structure
科学英語 Electrical cell, Periodic chart (I)

後期オリエンテーション プログラムの学習・教育目標，授業概要・目標，スケジュール，評価方法と基準などの説明．科学英語の必要性について

科学英語 Ionic bond
科学英語 Covalent bond

科学英語 酸-塩基指示薬，緩衝液
前期末試験 前期中間試験以降の範囲に関する試験

試験答案返却およびその解説

科学英語 Neutralization, Boiling point
科学英語 エネルギー危機，実験室での注意
科学英語 自然界の水の流れ，強酸と強塩基

前期中間試験 上記講義内容に関する試験
科学英語 Compound and elements
科学英語 Ions, Chemical reaction

科学英語 Electric current, Classification
科学英語 Sea water, Atoms
科学英語 Volume of gases, Acids and Bases

科学英語 Matter, Measurement, Using simple machines

科学英語 Changes in the rock, Nature’s recycling business

科学英語 Sourses of energy, Humidity, Pollution

前期オリエンテーション プログラムの学習・教育目標，授業概要・目標，スケジュール，評価方法と基準などの説明．科学英語の必要性について

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

D. コミュニケーション能力を備え、国際的に発信し、活躍できる能力

(1)高校の化学を題材にした英文の単語や熟語について和訳ができる．
(2)高校の化学を題材にした日本語の単語や熟語について英訳ができる．
(3)高校の化学を題材にした英文の和訳ができる．

授業計画

　　授業の概要

インターネットの普及に伴い，世界的な規模での情報の受信や発進の手段を身に付ける必要性が生じている．英語は，世
界で最も多くの国(51ヶ国)で公用語として使用されている言語であり，グローバルコミュニケーションの手段として欠かせな
いだけなく，自然科学や工学分野での学術論文や機器の取り扱い説明書などで広く用いられている媒介手段でもある．本
授業は，2年間を費やして専門的な英字文献を読み書きできる能力を養うことを目的するが，4年次では高校程度の化学を
題材にした英文を翻訳する訓練を行う．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

藁科知之・芳野恭士

物質工学科 Scientific English I ２学修単位（講義60+自学自習30）
WARASHINA Tomoyuki・

YOSHINO Kyoji

４年

科目

科学英語I 通年

担当
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実習

選択

目標 説明

○ 1

2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

適宜プリント資料を配布する。
参考書：化学同人　「新版実験を安全に行うために（事故・災害防止編）」，「新版実験を安全に行うた
めに（基本操作・基本測定）」

評価方法：
1. 科目担当教員は、提出された報告レポートについて、基礎・原理の説明／操作方法・注意点の説
明／予備実験・準備の説明／当日の参加者への説明／後片付け・廃棄の説明、の5項目を審査し、
それぞれ12点満点で採点して、評価の60%に当てる。
2. イベントに参加する際に、学生を直接指導した教員は、準備・イベント当日・後片付けへの参加の
積極性及び実験内容の理解度の4項目について各10点満点で採点し、評価の40%に当てる。
3. イベント時に参加者対象のアンケートを行った場合には、その評価を科目担当教員の評価の10％
に反映し、その場合にはレポートの評価点は50％とする。
評価基準：
科目担当教員によるレポート評価（アンケート評価を含む）60%,　指導教員の評価40%

　　　　　　　 　　乾電池を作ってみよう　　　　　　　　など

報告書の作成

　　　　　　　　 　　中学生のための化学実験講座（本学科主催）　　　　　など

実験テーマ例：野菜で酸性・アルカリ性を調べよう

レポート作成

イベント参加 科学イベントに参加する

参加イベント例：青少年のための科学の祭典（静岡県児童開館主催）

科学イベントに参加する

報告書の作成

イベント準備 科学イベントに出展するテーマの予備実験

イベント準備 出展物と解説の準備

科学イベントに参加する

イベント参加 科学イベントに参加する

イベント参加 科学イベントに参加する

レポート作成

イベント参加

イベント参加

科学イベントに参加する

イベント参加

1. 文献調査及び実験機器を取り扱う能力を身に付けること。。実験を遂行し、得られた学修成果をレポートにまとめて遅滞
なく報告する能力を身に付けること。
2. 実施した化学実験について、基礎技術・原理を理解し、説明できること。
3. 実施した化学実験について、操作方法・注意点を理解し、説明できること。
4. 実施した化学実験のために行った予備実験・準備について説明できること。
5. 実施した化学実験について、イベント参加者に対する説明として事前に準備した内容を説明できること。
6. 実施した化学実験について、後片付け・廃棄の内容を理解し、説明できること。

前期オリエンテー
ション

プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説
明。実験における安全確認の説明。

　　授業目標

授業計画

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

イベント参加 科学イベントに参加する

イベント準備 科学イベントに出展するテーマの予備実験

イベント準備 出展物と解説の準備

イベント参加 科学イベントに参加する

実践指針
（専攻科のみ）

担当

　　授業の概要

化学に関する基礎知識と技術を活かして、他者に対して実験の解説や指導を行うことにより、専門分野を通しての社会との
自発的なコミュニケーション能力を養う。実際には、化学教育または化学産業の振興を目的とした地域事業、および本学科
が主催する同様の事業において、参加者に対して化学技術に関する展示の解説や実験の指導を行う。履修学生は、指定
された教官の指導に従い、イベント発表の予習・準備を行い、実際にイベントに参加して、後片付けまでを行うこととする。こ
の科目を通して、自発的に化学実験についてその理論と実験原理をより深く理解させる。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科の
み） 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

芳野恭士

物質工学科 Exercise of Material Technology 1履修単位 YOSHINO Kyoji

４年

科目

特別物質工学実習 通年



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験 40%，期末試験 40%，演習・レポート 20%

学年末試験

電磁波と物質 物質と電磁波の相互作用
前期末試験
液晶 液晶の性質と応用

交流回路 回路素子･正弦波交流
交流回路 オームの法則(2)
電磁波と物質 電磁波の性質

定期試験
交流回路 回路素子･正弦波交流
交流回路 オームの法則(2)

直流回路 直流回路の計算
キルヒホッフの法則 電圧則･電流則
直流電力 直流電力の計算

電圧と電流 電圧と電流

オームの法則 オームの法則(1)

オームの法則 オームの法則(2)

ガイダンス プログラムの学習･教育目標､授業概要一目標､スケジュール､評価方法と基準､等の説明

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す３項目について修得する．
(1)　直流回路では､オームの法則､キルヒホッフの法則を理解し､簡単な直流回路が解析でき､かつ直流電力の計算ができ
るようにする, (2)　交流回路では､正弦波交流を用いた回路解析ができるようにする, (3)　目標達成度試験の実施要領は
別に定める

授業計画

　　授業の概要

1.物理･化学･生物工学関連の特性測定には電気･電子工学の理論に基づく装置が多いこと､また省資源･環境問題に対処
するために､物質工学専攻学生にとっても電気･電子工学の知識が必要である｡したがって､物質工学専攻学生に電気･電
子工学に対する興味と関心を持たせる｡
2.電気･電子の基礎と電磁波と物質との相互作用について講義する。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

平林　紘治

物質工学科
Basic of electrical and
electronics engineering 1履修単位 HIRABAYASHI hiroharu

４年

科目

電気電子工学基礎 後期

担当



実習

生物必修（材料選択）

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

評価方法
と基準

教科書等

課題レポート90％、実験参加状況（予習ノート・参加状況・清掃など）10％により評価を行う。また、実
験中における私語や忘れ物など不適切な姿勢が認められた場合、その都度1点ずつの減点を行う。

H26年度　物質工学実験　実験書、新バイオテクノロジーテキストシリーズ遺伝子工学第二版（講談
社）

備考 1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

植物組織培養 組織培養結果のプレゼンテーション
まとめ 実験操作についてのまとめ

DNAチップ DNAチップを用いた１塩基多型検出の原理
DNAチップ ハイブリダイゼーション
DNAチップ 酵素抗体免疫法によるシグナルの検出

PCR PC㻾演習：PC㻾の原理説明とシートによる演習
PCR PC㻾操作：（PC㻾①ヒトADLHおよびPC㻾②植物ゲノムの多型検出）の実験とアガロースゲ
PCR PC㻾結果：結果の解析（電気泳動とゲルの染色）

核酸の抽出 染色体DNAの抽出①：C㼀AB法を用いた植物組織からのDNA抽出、ヒトDNAの抽出
核酸の抽出 染色体DNAの抽出①：珪藻土とスピンフィルターを用いた植物組織からのDNA抽出
核酸の抽出 Bio 㻿pec Nanoを用いた核酸の定量と純度の測定

プラスミド抽出 形質転換菌体からのpGLO抽出と定量
植物組織培養 形質転換のための基礎技術としての組織培養：M㻿培地の作成
植物組織培養 形質転換のための基礎技術としての組織培養：無菌操作

形質転換 形質転換実験：ヒートショックによる大腸菌K12株へのｐGLOプラスミドの導入
形質転換 形質転換の結果：GFP観察と形質転換効率の算出
タンパク質抽出・精 形質転換菌体からのGFP抽出と疎水性カラムクロマトグラフィによる精製

形質転換 遺伝子組換え体操作における安全教育と準備(培地作成と植菌）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業目標

遺伝子工学技術を主体とした実験を学ぶことで、これらの技術を応用し、活用する能力を養うことで社会の要求に応えられ
るようになることを目標とする。・バイオテクニシャンに求められるDNAおよび遺伝子を扱う基本操作を身につける。
・指定されたフォームでをレポート作成できるようになる。
・形質転換技術について、およびその利点と注意点について考察し、科学技術の是非をディスカッションできるようになる。

授業計画

オリエンテーション この実験実習の意義、位置づけ、およびマイクロピペット講習会
授業概要・実験処理区
設定

実験内容についての講義および実験処理区の設定

　　授業の概要

再生医療や作物品種改良、バイオレメディエーションなど近年の生命科学領域の進展は顕著であり,産業界においても対応できる技術
を持つバイオテクニシャンが必要とされている。生命科学時代の技術者として、本授業で習得するべき最も重要なことは遺伝子の取り
扱いについての基礎技術である。本実験を通して、遺伝子を取り扱う技術を身につける。また、技術のみならず、生命科学の根幹となる
物質DNAを扱う実験を通して、技術と社会問題について考察できるように知識を身につける。そのため、遺伝子組換え実験と遺伝子の
検出実験を中心に行い、技術によりもたらされるベネフィットと伴うリスクを考察していく内容を踏まえた実験を行う。さらに、バイオテクニ
シャンに求められる能力として、実験過程における詳細を、指定された様式のレポートにまとめることでコミュニケーション能力あるいは

本校学習・教育目標（本科の
み）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

４年

科目

生物工学実験Ⅱ 後期

担当

古川　一実

物質工学科 Biotechnology Exp. Ⅱ 化学工学実験と生物工学実験Ⅰと合わせて8履修単位 Kazumi FURUKAWA



目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 生物化学序説　泉屋信夫　他（化学同人）

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験４０％、期末試験５０％、課題・授業ノート１０％

学年末試験

アミノ酸代謝 アミノ酸の代謝、オルニチン経路
前期末試験
核酸代謝 核酸の代謝

糖新生経路
脂質代謝 脂質代謝①

脂質代謝②（β -酸化、脂質の同化）

クエン酸回路②
中間試験

電子伝達系 電子伝達系

解糖系②
解糖系③

クエン酸回路 クエン酸回路①

総論 異化代謝とＡＴＰの獲得

生体内エネルギー　ＡＴＰ，ＮＡＤＨの役割と獲得

解糖系 解糖系①

ガイダンス ガイダンス、代謝総論

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

B. 数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求にこたえる姿勢

(B-1) 数学、自然科学及び情報技術の知識を、環境エネルギー工学、新機能材料工学、医療福祉
機器開発工学等の複合・融合領域に派生する社会的ニーズに応えるために活用することができる。

１．物質工学分野の専門基礎科目として、生体内の物質代謝の基本知識を理解し、説明できる。
２．生体内で、食物からエネルギーが生産される過程を理解し、説明できる。
３．生体内の三大栄養素の生合成過程の概要を説明できる。

授業計画

　　授業の概要

この講義では、生物体内での物質の変化（代謝）を科学的に理解することを目指す。授業は、これまでに学習した生物学、
微生物学及び生物化学Ⅰの知識を基礎とする。講義は三大栄養素とエネルギー生成との関係を中心に行う。一部は、代
謝と病気との関連についても触れる。生物を利用した工学の基礎となる授業である。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

蓮実　文彦

物質工学科 Biochemistry Ⅱ １履修単位（講義１５） HASUMI Fumihiko

４年

科目

生物化学Ⅱ 前期

担当



講義

必修

目標 説明
1
2

○ 3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 【教科書】加藤正直ら著、基礎からわかる機器分析、森北出版．　プリント

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

【方法】(1)各分析法の原理と特徴について定期試験で評価する．(2)各分析法における測定データ解
析の理解度を演習と定期試験で評価する．(3)分析目的等による適切な機器分析を選択できる力を演
習と定期試験で評価する．(4)(1)-(3)について自分の理解度を評価させる．【基準】定期試験90%、自己
評価10%

学年末試験

ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ2 液体クロマトグラフィー、薄層クロマトグラフィー
学年末試験 後期中間試験以降の内容に関する到達度試験

試験答案返却およびその解説

原子吸光分析法 原子吸光分析法の原理・装置
発光分析法 発光分析法の原理・装置
ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ1 クロマトグラフィーの基本概念、ガスクロマトグラフィー

紫外可視分光法1 紫外可視分光法の原理・装置、ランベルト-ベール則
紫外可視分光法2 紫外可視分光法による分析、適用例
蛍光・りん光光度 蛍光・りん光の原理、蛍光光度計

X線分析4 粉末X線回折法のデータ解析と演習
X線分析5 X線吸収分光法の原理と特徴、データ解析と演習
後期中間試験 X線分析法に関する到達度試験

X線分析1 X線の性質、X線分光と検出系、X線分析法の種類

X線分析2 蛍光X線分析法の原理と特徴、データ解析と演習

X線分析3 粉末X線回折法の原理と特徴

ガイダンス 授業の概要、授業目標、学習・教育目標、授業計画、評価方法と基準等の説明、及び機器

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

C. 工学的な解析・分析力及びこれらを創造的に統合する能力

(1)各機器分析の原理と特徴を説明できる．
(2)測定によって得られたデータを用いて，濃度を求めるなど必要な解析ができる．
(3)各機器分析法の違いを理解し，試料や分析目的にしたがって最適な機器分析法を選択できる．

授業計画

　　授業の概要

無機化合物の機器分析は，化学だけでなく生物，医学，環境など非常に広い分野で応用されている．物質工学科の他の科
目さらには卒業研究においてもほとんどの分野で使われる．さまざまな研究，産業の基礎的な部分に不可欠である．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

大川政志・藁科知之

物質工学科 Instrumental Analysis I 1履修単位
OOKAWA Masashi・

WARASHINA Tomoyuki

４年

科目

機器分析I 後期

担当
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実験

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 化学工学会編 「基礎化学工学」　培風館(1999)

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

各実験２００満点とし，最終的には各実験の平均値に0.5をかけた点数を評価点とする．

学年末試験

テーマ８ 粉砕と粒度分布(2)

テーマ７ 流量測定と管内の圧力損失(1)
テーマ７ 流量測定と管内の圧力損失(2)
テーマ８ 粉砕と粒度分布(1)

テーマ５ 円管内の境膜伝熱係数(2)
テーマ６ 恒圧ろ過㏿度(1)
テーマ６ 恒圧ろ過㏿度(2)

テーマ４ 固体の熱伝導率測定(1)
テーマ４ 固体の熱伝導率測定(2)
テーマ５ 円管内の境膜伝熱係数(1)

テーマ２ 酸素溶存移動係数(2)
テーマ３ 精留塔(1)
テーマ３ 精留塔(2)

テーマ１ 固体乾燥(1)
テーマ１ 固体乾燥(2)
テーマ２ 酸素溶存移動係数(1)

実験説明 テーマ説明（２）

実験説明 テーマ説明（３）

実験説明 テーマ説明（４）

ガイダンス シラバスの説明：本実験の一般的注意：テーマ説明（１）

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創㐀的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す５項目について修得する．
(1)　伝導伝熱と対流伝熱の原理が理解でき，その応用計算ができる, (2)　ガス吸収の原理が理解でき，その応用計算が
できる, (3)　物質乾燥の原理が理解でき，その応用計算ができる, (4)　ろ過の原理が理解でき，その応用計算ができる, (5)
機械的エネルギー収支式が理解でき，その応用計算ができる

授業計画

　　授業の概要

　化学工学実験は，講義により得られた知識を実験により把握することを目的としている．また，本実験では，ある限定さ
れた条件下で導かれた理論式が，多元的な因子を含む条件下から導かれた実験値と一致しないことを体験する．さらに，
化学工業においては，数人の共同作業によって目的を達成することが多い．技術者として重要な共同作業における連絡，
動作，態度などを本実験を通して訓練する．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Exp. Chemical

Engineering
化学工学実験とコース実験
と合わせて8履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

４年

科目

化学工学実験　 前期

担当



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 化学工学会編 「基礎化学工学」　培風館(1999)

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験 35%，期末試験 40%，小テストおよび演習課題 25%

学年末試験

物質の分離 演習
前期末試験
試験解説 試験解説と授業アンケート

物質の分離 てこの原理と単抽出
物質の分離 並流多段抽出
物質の分離 向流多段抽出

試験解説 試験解説と蒸発装置
物質の分離 ろ過装置とろ過㏿度式
物質の分離 抽出平衡と平衡曲線

エネルギーの流れと有効利用 蒸発操作(1)
エネルギーの流れと有効利用 蒸発操作(2)
確認試験

エネルギーの流れと有効利用 放射伝熱

エネルギーの流れと有効利用 二重管式熱交換器
エネルギーの流れと有効利用 多管式熱交換器

ガイダンス シラバスの説明：本講義の概要, 熱伝導の復習

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創㐀的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

C. 工学的な解析・分析力及びこれらを創㐀的に統合する能力

(C-2) 工学的に解析・分析した情報やデータをパソコン等により整理し、報告書にまとめることがで
きる。

　以下に示す４項目について修得する．
(1)　熱交換装置の設計ができる, (2)　蒸発缶の設計ができる, (3)　ろ過装置の設計ができる, (4)　抽出操作を理論的に説
明できる

授業計画

　　授業の概要

　化学工学を学ぶ目的は実験室で得た発見・発明を工業化することにある．具体的には，化学反応，分離・精製等のス
テップからなるプロセスを集約し，安全に運転させるための設計をおこなうものである．特に化学工学Ⅰではヒーターや熱
媒体を用いた熱交換器の設計，抽出操作およびろ過分離操作について学ぶ．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Chemical

engineering I
1学修単位（講義
30+自学自習15）

TAKEGUCHI Masayuki

４年

科目

化学工学Ⅰ 前期

担当



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

第16回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

　　授業の概要

　化学工学を学ぶ目的は実験室で得た発見・発明を工業化することにある．具体的には，化学反応，分離・精製等のス
テップからなるプロセスを集約し，安全に運転させるための設計をおこなうものである．特に化学工学Ⅱで䛿単位操作䛾う
ち分離䛾基礎理論を学び，分離技術である蒸留と，流体から䛾粒子䛾分離法を学ぶ．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Chemical

engineering Ⅱ
1学修単位（講義
30+自学自習15）

TAKEGUCHI Masayuki

４年

科目

化学工学Ⅱ 後期

担当

ガイダンス(10/10) シラバスの説明：本講義の概要, 分離係数

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

C. 工学的な解析・分析力及びこれらを創造的に統合する能力

(C-2) 工学的に解析・分析した情報やデータをパソコン等により整理し、報告書にまとめることがで
きる。

　以下に示す４項目について修得する．
(1)　分離操作の原理を理解し，分離操作を分類できる, (2)　蒸留操作を理解し，蒸留塔を設計できる, (3)　単一粒子の運
動を理解し，流体からの粒子の分離法を説明できる, (4)　粉体の固定層・流動層など䛾流動特性について説明できる

授業計画

蒸留(10/17) 気液平衡(1)

蒸留(10/24) 気液平衡(2)

蒸留(11/7) 単蒸留
蒸留(11/14) フラッシュ蒸留
蒸留(11/21) 連続蒸留(1)
確認試験
試験解説・蒸留(12/5) 試験解説・連続蒸留(2)
粉粒体操作(12/14) 粒度分布
粉粒体操作(12/21) 単一粒子の運動
粉粒体操作(12/19) 沈降濃縮
粉粒体操作(1/9) 重力分離装置
粉粒体操作(1/16) サイクロン・回分沈降曲線
粉粒体操作(1/23) シックナー
粉粒体操作(1/30) 充填層透過流動・流動層
演習(2/4)
期末試験
試験解説(2/13) 試験解説と授業アンケート

学年末試験

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験 35%，期末試験 40%，小テストおよび演習課題 25%

化学工学会編 「基礎化学工学」　培風館(1999)



講義

必修

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

勝山　智男（前期）
駒　佳明（前後期）

物質工学科 Applied Physics II
2学修単位（講義60

＋自学自習30）
KA㼀㻿㼁YAMA 㼀omoo

KOMA Yoshiaki

４年

科目

応用物理Ⅱ 通年

担当

　　授業の概要

前期は，１－３年で履修した物理学および工業力学を応用して，重要な物理現象のいくつかを講義と実験の両面から学ぶ。
同時に，実験データの解析や誤差の扱いについても学ぶ。後期は講義により電磁気学の基礎，特に電荷と静電場および定
常電流と磁場に関する諸法則を中心に学ぶ。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
本校学習・教育目標（本科のみ）

工学技術の専門的知識を創㐀的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

誤差と有効数字２ ノギスとマイクロメータを使った測定基礎と実習

１．物理現象について正しく理解し，実験を正確に行い，データを正しく解析し，結果を適切な有効数字で，かつ，グラフを用
いて表現することができる。また，実験に関連した事柄について考察し，簡潔にまとめることができる。
２．静電場における電荷と力の関係，電気力線や電位の概念を理解し，基本的な静電場およびコンデンサーに関する物理
量を計算できる。定常電流と磁場に関連する諸法則を理解し，磁場，ローレンツ力に関する物理量を計算できる。電磁誘導
など時間変化する電磁場の性質を理解し，関連する物理量を計算できる。

ガイダンス ガイダンス，安全な実験

　　授業目標

授業計画

実践指針
（専攻科のみ）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

B. 数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求にこたえる姿勢

誤差と有効数字１ 誤差論

振動 強制振動と共振の実験と解析

光の回折（講義）とレーザー光を用いた回折の基礎実験

応用物理実験解説１ 光の粒子性とプランク定数

応用物理実験４ 水素原子のスペクトル

前期中間試験

放射線 放射線の基礎知識

応用物理実験３ 光電効果

応用物理実験１ 電気抵抗の温度係数

応用物理実験解説２ 荷電粒子の運動（電子の比電荷と電気抵抗の温度係数）

光の回折

応用物理実験2 電子の比電荷

電荷と静電場 電荷分布と電場，電場中の荷電粒子の運動，ガウスの法則

電荷と静電場

静電場のまとめ 演習

前期のまとめ

電荷と静電場 電荷，クーロンの法則，電場

電荷と静電場 平行板コンデンサ，コンデンサの容量，誘電体

後期中間試験

電流と磁場のまとめ 演習

応用物理実験５ Ａ．放射線の測定　Ｂ．光㏿度の測定　Ｃ．万有引力の測定　Ｄ．光の回折　より１テーマ

前期末試験

定常電流と磁場 電流，オームの法則

電荷分布と電位

電荷と静電場 電位と電場の関係

定常電流と磁場 アンペールの法則，ベクトルポテンシャル

定常電流と磁場 磁場，磁束密度，ビオ・サバールの法則

後期のまとめ

定常電流と磁場 ローレンツ力，磁場中の荷電粒子の運動

時間変化する電磁場 変位電流，電磁誘導，ファラデーの法則

時間変化する電磁場 コイルのインダクタンス

学年末試験

前期はテキスト配布。後期は「科学者と技術者のための物理学III（電磁気学）」サーウェイ著，学術図
書。

前期は，中間試験と実験レポートを合わせて50%，期末試験を50%の割合で，100点を満点として評価す
る。後期は中間試験と期末試験をそれぞれ50%の割合で，100点を満点として評価する。前後期の評価
の平均が60点に達した者を合格とする。なお，後期の定期試験の平均点が満点の60%に満たなかった
者には，達成度を確認するための課題を与え，成果が十分とみなされた場合は，その試験について満
点の60%を上限として加点することがある。

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。



講義

選択

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

評価方法
と基準

教科書等

担当

平成26年度 沼津工業高等専門学校シラバス

遠藤 良樹

物質工学科 Applied Mathematics Ⅱ １履修単位 ENDOH Yoshiki

４年

科目

応用数学Ⅱ 後期

  授業目標

授業計画

  授業の概要
標本（データ）から母集団の母数を推定する方法と仮説をたて検定する方法は製品の品質管理などに応用される重要な工
学上の基礎理論である。代表的な母数である母平均、母分散、母比率などの推定と検定の方法を学習する。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科の

み） 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

母平均の検定

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

B. 数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求にこたえる姿勢

母分散の区間推定 母分散の区間推定

母集団と標本 母集団と標本の関係、無作為標本

統計量と標本分布 標本平均、標本分散、不偏分散、中心極限定理

いろいろな確率分布

母平均の差の検定 母平均の差の検定と標準正規分布

後期中間試験

母分散の検定 母分散の検定とカイ２乗分布
等分散の検定 等分散の検定とＦ分布

仮説と検定 帰無仮説、対立仮説、有意水準

実践指針
（専攻科のみ）

不偏推定量、一致推定量、有効推定量
母平均の区間推定 信頼区間、信頼係数、母分散既知と未知の場合
点推定

カイ２乗分布、ｔ分布、Ｆ分布

1. 母数の指定として点推定と区間推定があることを理解する。点推定の種類とそれぞれの特徴を理解する。区間推定の
方法を理解する。
2. 母数の検定方法理解する。検定に必要な確率分布の定義と確率分布表の見方を理解する。データをもとにした仮説の
検定が行える。

確率変数の関数 確率変数の独立性、確率変数の関数と平均、分散の関係

後期末試験解説

棄却域、母分散が既知と未知の場合

試験解説

母比率の検定 母比率の検定と近似
後期末試験

備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

新確率統計、新確率統計問題集（大日本図書）、明解演習 数理統計（共立出版）、補助教材（プリン
ト）

定期試験７１％、秋季試験１８％、授業態度１１％とし、偏差値37.183334以上または６０％以上を合
格とする。

今年度中の再評価試験は行わない。教科書補章§１は自学自習。夏季休業明け試験範囲が補章
§１

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回

評価方法
と基準

教科書等

今年度中の再評価試験は行わない。１２月に実施される工学系数学統一試験まで前期末時点では
仮の評価点（素点）を報告。教科書第２章は自学自習。夏季休業明け試験範囲が第２章。

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。
備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

新確率統計、新確率統計問題集（大日本図書）、明解演習 数理統計（共立出版）、補助教材（プリン
ト）

定期試験５３％、夏季休業明け試験１３％、工学系数学統一試験２６％、授業態度８％とし、偏差値
37.183334以上または６０％以上を合格とする。

前期末試験解説と夏季休業明け試験試験解説

正規分布 正規分布の定義と平均、分散、標準化
前期末試験

確率密度関数、分布関数

確率変数と確率分布 確率変数の定義、確率分布、平均、分散の定義
二項分布 二項分布の定義と平均、分散

事象の独立の定義
反復試行 ベルヌーイ試行

連続型の平均と分散 連続型確率変数の平均と分散の定義

前期中間試験

ポアソン分布

事象の独立

ポアソン分布の定義と平均、分散
連続型確率分布

1. 古典的確率の定義を理解し、簡単な事象の確立を求められること。公理的確率論から出てくる確率の性質を理解し、そ
れを用いて複雑にからみあった事象の確率を求められること。条件付き確率の求め方を理解し、ベイズの定理を用いて全
確率および事後確率を求められること。
2. 確率変数の概念と基本的な確率分布の定義を理解すること。連続型および離散型確率分布の平均および分散を計算で
きること。積率母関数の定義と意味を理解し、それを求められること。

確率の定義 確率の古典的定義

  授業目標

授業計画

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

B. 数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求にこたえる姿勢

ベイズの定理 事前確率、事後確率と全確率およびベイズの定理

確率の基本性質 基本性質と加法定理

期待値 期待値（平均）の定義
条件付き確率と乗法定理 条件付き確率の定義と乗法定理

実践指針
（専攻科のみ）

担当

  授業の概要
確率とデータの整理を取り扱う。前者は歴史的に見て古典的定義、統計的定義、そして公理的定義と発展してきた。後者
はGaussの正規分布発見以降、データ処理の技法がいくつか見出されている。前者は量子力学の分野にも影響を及ぼしさ
らに微分方程式などにもその関連性が発見されている。後者は実験データの整理、品質管理などに応用されている。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科の

み） 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度 沼津工業高等専門学校シラバス

遠藤 良樹

物質工学科 Applied Mathematics Ⅰ １履修単位 ENDOH Yoshiki

４年

科目

応用数学Ⅰ 前期



講義

生物必修（材料選択）

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

教科書：分子生物学への招待　鈴木範男他著　三共出版
参考書：細胞の分子生物学（3訂）　アルバーツ他著　教育社

評価方法：
1. 細胞の構㐀と機能および遺伝子の化学構㐀と機能についての、分子レベルで理解度を、定期試
験の成績を持って評価する。
2. 遺伝子発現のメカニズムについての理解度についても、定期試験の成績を持って評価する。
評価基準：
前期中間評価試験25%,　前期末試験25%, 後期中間評価試験25%、後期末試験25%

後期中間試験

総復習 学習の総まとめ

遺伝子発現 オペロン

遺伝子発現 転写後の調節

遺伝子発現 クロマチン構㐀と発現調節

タンパク質の生合成

DNAからmRNAへの転写、tRNAの構㐀と機能

タンパク質の生合成 リボソームでのタンパク質合成

学年末試験
遺伝子組換え 細胞内遺伝子組換え：細菌から高等生物まで自然に起こる遺伝子組換え

タンパク質の生合成 原核生物と真核生物のタンパク質生合成の違い

遺伝子発現 遺伝子発現の調節
抗生物質の機能 ミトコンドリア、葉緑体での遺伝子転写系と抗生物質の働き

複製の開始機構

学習のまとめ

DNAの修復機構

DNAの修復機構 DNAの保存と変異率、修復

前期末試験

タンパク質の生合成 リボソームでのタンパク質合成

DNAからmRNAへの転写、tRNAの構㐀と機能

タンパク質の生合成

タンパク質の生合成 リボソームでのタンパク質合成

DNAの保存と変異率、修復

DNAの修復機構 DNAの保存と変異率、修復

実践指針
（専攻科のみ）

減数分裂、細胞分裂に関与する力、配偶子の形成

仁とリボソーム 仁の形態と構㐀

DNAの複製機構 複製フォークとクロマチン構㐀

仁とリボソーム

DNAの複製機構

細胞分裂

複製の開始機構

DNAの複製機構 複製を助けるタンパク質

リボソームの生合成

DNAの複製機構 複製フォークの形成

DNAの複製機構

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

B. 数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求にこたえる姿勢

前期中間試験 学習のまとめ

細胞の研究法 細胞の構㐀と機能、各種顕微鏡による観察、化学的な観察

細胞と染色体 染色体、遺伝子、核酸の構㐀

細胞分裂 細胞分裂の種類、体細胞分裂

1. 物質工学分野の専門展開科目として、生物化学分野の基本知識を身に付けること。
2. 細胞の構㐀と機能を、分子レベルで理解することができること。
3. 遺伝子の化学構㐀と機能を、分子レベルで理解することができること。

前期オリエンテー
ション

プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説明

　　授業目標

授業計画

　　授業の概要

分子生物学は、生物活動のメカニズムを分子レベルで構築し、理解しようとする学問である。生物学、微生物学および生物
化学の知識をもとに、近年急㏿に、生物工学分野における細胞の機能および遺伝子のしくみについての理解が深まりつつ
あり、農作物の品種改良や遺伝子治療などの医療面での応用にも、大きな期待が寄せられている。本講義内容は、細胞や
遺伝子についての基礎的な知識に関することが多いが、生物工学のより高度な知識や技術を理解するために必須である。
また、遺伝子組換え技術については、その倫理的な側面についても考える。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科の
み） 工学技術の専門的知識を創㐀的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

芳野恭士

物質工学科 Molecular Biology 2学修単位（講義60
＋自学自習30）

YOSHINO Kyoji

４年

科目

分子生物学 通年

担当
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講義

必修

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法

と基準

教科書等

科目

酵素工学 後期

担当

授業計画

　　授業の概要

酵素工学は，生物のみが作り得る触媒である酵素を工業製品の生産に利用することを目的とした学問である。その一方

で，酵素は各種疾患の原因でもあり，その阻害剤の開発は医薬品の中核を成しており，さらに，その高い基質特異性や反

応特異性により分析試薬としても利用されている。本講義では，酵素の構成成分やその物理化学的性質などの基本的な内

容を取り扱うと同時に，酵素の生産法，酵素を用いた工業(医薬)製品の生産，および診断薬としての酵素利用の現状を紹

介・説明する。最後に，酵素は生体内で最も多いタンパク質であり利用価値も高いことから，本講義を通じて，タンパク質の

基本的知識を始め，酵素タンパク質の取り扱い法や分析法の基本的事項にも精通していただきたい。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

後藤 孝信

物質工学科 Ｅｎｚｙｍｉｃ ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ １履修単位 ＧＯＴＯ Ｔａｋａｎｏｂｕ

５年

本校学習・教育目標（本科の

み）

プログラム学習・教育目標

（プログラム対象科目のみ）

実践指針

（専攻科のみ）

1． 物質工学分野の専門展開科目として，酵素と化学触媒の違い(酵素反応の特徴)を説明できること。

2． 酵素の構成成分，およびその構㐀や物性について説明ができること。

3．酵素の製㐀方法(生体からの単離方法)について，その基本的原理が説明できること。

4．産業界における酵素の利用について，幾つか例を挙げて説明できること。

酵素の化学 酵素の生合成とその調節機構

オリエンテーション 講義の概要，評価方法と基準などの説明と酵素とは

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

工学技術の専門的知識を創㐀的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

酵素の化学 酵素化学の基本用語(分類，特異性，至適ｐH，至適温度，活性単位)

酵素の化学 酵素反応㏿度論(Km，Vmaxの説明と求め方)と酵素の触媒機構(キモトリプシンのプロトンリ

レー)
酵素の化学 酵素の阻害

酵素の応用 糖質(主にデンプン)の加工と製㐀

後期中間試験

酵素の製㐀 酵素の分画とカラムクロマトグラフィーによる分離

酵素の製㐀 タンパク質量の測定方法と電気泳動法

酵素の製㐀 酵素タンパク質の一次構㐀の解析

酵素の応用 酵素の固定化とバイオリアクター

酵素の化学 補酵素とのその役割

酵素の製㐀 組織の破壊方法，酵素の抽出方法

酵素の応用 タンパク質，アミノ酸，油脂の加工と製㐀

酵素の応用 医薬品の製㐀と臨床検査分析関連

学末試験

答案の返却と解説 授業アンケート

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。
備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

酵素の科学， 藤本大三郎著， 裳華房

１．酵素の構成成分，化学構㐀，物理化学的性質，そして，酵素の基本的用語の理解度，２．酵素が

触媒する化学反応とそのメカニズム，および阻害剤や補酵素の名称とその役割の理解度，３．酵素

の分離分析法やその応用に関する基本的な項目について，後期中間試験と学年末試験を行ない，

両試験の平均点が60点以上を合格とする。
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ഛ⪃

1.ヨ㦂䜔ㄢ㢟䝺䝫䞊䝖➼䛿䚸JABEE 䚸኱Ꮫホ౯䞉Ꮫ఩ᤵ୚ᶵᵓ䚸ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䛾ᩍ⫱ᐇ᪋᳨ᰝ䛻౑⏝䛩䜛䛣䛸

䛜䛒䜚䜎䛩䚹

2.ᤵᴗཧほ䛥䜜䜛ᩍဨ䛿ᙜヱᤵᴗ䛜⾜䜟䜜䜛ᑡ䛺䛟䛸䜒1㐌㛫๓䛻ᩍ⛉┠ᢸᙜᩍဨ䜈㐃⤡䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

ᮇᮎヨ㦂 ᚋᮇᮇᮎヨ㦂

ヨ㦂ゎㄝ䚸ᤵᴗ䜰䞁䜿䞊䝖䛺䛹⥲ᣓ䚷2/23

1/19 ᕤᴗⱥㄒ3⣭ヨ㦂䛾⦎⩦ၥ㢟

1/26 Liquid Crystals(Chandrasekhar )䚸Silent Spring(Rachel Carson)

2/2 Transport Phenomena

12/15 Application of natural radioactivity, Almost forever Ceramics

1/5 Strangeness in proportion Liquid Crystal, Of snakes and ladders polymer

1/13 To the organic world Carbon

11/17 Electrolytic refining of copper, Silicones

୰㛫ヨ㦂 ᚋᮇ୰㛫ヨ㦂

12/8 ヨ㦂ゎㄝ䚸Nitrogen fixation

10/20 Sulfuric acid, Argon

10/27 Uses of nitric acid, Aluminum

10/10 Titanium, Iron and steel

10/15 Alkyl fluoride, Cement and concrete
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䠄䠍䠅໬Ꮫᕤᴗ䚸໬Ꮫᢏ⾡㛵䛩䜛ⱥᩥ䛾᪥ᮏㄒヂ䛜ⓗ☜䛻䛷䛝䜛
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10/6 Alcohols, Compounding of rubber
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⮬↛⛉Ꮫ䛾ᡂᯝ䜢♫఍䛾せㄳ䛻ᛂ䛘䛶ᛂ⏝䛩䜛⬟ຊ
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1.ヨ㦂䜔ㄢ㢟䝺䝫䞊䝖➼䛿䚸JABEE 䚸኱Ꮫホ౯䞉Ꮫ఩ᤵ୚ᶵᵓ䚸ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䛾ᩍ⫱ᐇ᪋᳨ᰝ䛻౑⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹

2.ᤵᴗཧほ䛥䜜䜛ᩍဨ䛿ᙜヱᤵᴗ䛜⾜䜟䜜䜛ᑡ䛺䛟䛸䜒1㐌㛫๓䛻ᩍ⛉┠ᢸᙜᩍဨ䜈㐃⤡䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

ಶᾮศ㞳䠍  1/30 ᬗᯒ
ಶᾮศ㞳䠎   2/4 ᬗᯒ
☜ㄆヨ㦂 ᚋᮇᮇᮎヨ㦂

྾╔䠎     1/16 ᅇᩥ྾╔
྾╔䠏     1/23 ᅛᐃ┦྾╔䚸₇⩦

⭷ศ㞳䠎䚷䚷12/12 㝈እℐ㐣䚸㏫ᾐ㏱
⭷ศ㞳䠏   12/19 䜺䝇ศ㞳⭷
྾╔䠍      1/9 ྾╔ᖹ⾮䛸⌮ㄽ

䜺䝇྾཰䠒䚷11/21 䜺䝇྾཰䛾₇⩦
☜ㄆヨ㦂 ᚋᮇ୰㛫ヨ㦂
⭷ศ㞳1䚷䚷12/5 ヨ㦂ゎㄝ䚸⭷ศ㞳䝥䝻䝉䝇䛾ᴫせ

䜺䝇྾཰䠏䚷10/24 ≀⌮྾཰㏿ᗘ䛸≀㉁⛣ືಀᩘ䚸཯ᛂ྾཰㏿ᗘ
䜺䝇྾཰䠐䚷11/7 䜺䝇྾཰⿦⨨䚸඘ሸሪᡤせ㧗䛥䛾ィ⟬䚸ẁሪ䛾ᡤせ⌮ㄽẁᩘ䛾ィ⟬
䜺䝇྾཰䠑䚷11/14 䜺䝇྾཰䛾₇⩦

䜺䝇྾཰䠎䚷10/17 䠢䡅䠿䡇䛾ᣑᩓ䛾ἲ๎

䝥䝻䜾䝷䝮Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ
䠄䝥䝻䜾䝷䝮ᑐ㇟⛉┠䛾䜏䠅
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䠄ᑓᨷ⛉䛾䜏䠅
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䠍䠊. ᣑᩓ⌮ㄽ䛾ᇶ♏䜢⌮ゎ䛧䚸ᣑᩓ᪉⛬ᘧ䜢ゎ䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛
䠎䠊䚷䜺䝇྾཰䜢⌮ゎ䛧䚸྾཰⿦⨨䜢タィ䛷䛝䜛䛣䛸
䠏䠊䚷⭷ศ㞳⿦⨨䛾ᴫせ䜢⌮ゎ䛧䚸ศ㞳ຠ⋡䛾ィ⟬䛜䛷䛝䜛
䠐䠊䚷྾╔ᶵᵓ䜢⌮ゎ䛧䚸྾╔⿦⨨䛾タィ䛜䛷䛝䜛
䠑䠊䚷ᬗᯒ䛾ᴫせ䜢⌮ゎ䛧䚸⤖ᬗᡂ㛗䛜ㄝ᫂䛷䛝䜛

ᤵᴗィ⏬

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 10/3 ᤵᴗᴫせ䞉┠ᶆ䚸䝇䜿䝆䝳䞊䝹䚸ホ౯᪉ἲ䛸ᇶ‽➼䛾ㄝ᫂

䜺䝇྾཰䠍䚷10/10 ≀㉁⛣ື䚸䠢䡅䠿䡇䛾ᣑᩓ䛾ἲ๎
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実習

選択

目標 説明
1
2
3
4

○ 5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

　　授業の概要

　授業で習得した知識や技術が，実際の工場あるいは研究機関において，どのように利用・実用化されているか理解す
る．そのため長期休暇中に，2週間程度の実習を学外にて行う．実習終了後に報告書を提出すること．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Off-campus
training IV 2履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

学外実習Ⅳ 通年

担当

ガイダンス 学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準等の説明

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す３項目について修得する．
(1)　社会人としての基本的なマナーを遵守できる, (2)　機密保持および安全保持を厳守できる, (3)　受入先および学内に
おいて，実習の経過を報告し，質問に答えることができること（コミュニケーション能力）

授業計画

過去の受入企業 旭化成株式会社

株式会社ヤクルト本社

森永製菓株式会社
小松製作所
アステラスファーマテック株式会社
DIC株式会社
東レ株式会社
東邦化工建設株式会社
独立行政法人物質・材料研究機構
株式会社ツムラ
花王株式会社
国立大学法人長岡技術科学大学
国立大学法人豊橋技術科学大学
国立大学法人山梨大学

学年末試験

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

履歴書・エントリーシート（10％），事前学習レポート(25%)，実施報告書（25％），発表会（30％），自己
評価（10％）

実習報告会

受入先の指示による



実習

選択

目標 説明
1
2
3
4

○ 5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

　　授業の概要

　授業で習得した知識や技術が，実際の工場あるいは研究機関において，どのように利用・実用化されているか理解す
る．そのため長期休暇中に，1週間程度の実習を学外にて行う．実習終了後に報告書を提出すること．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Off-campus
training III 1履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

学外実習Ⅲ 通年

担当

ガイダンス 学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準等の説明

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す３項目について修得する．
(1)　社会人としての基本的なマナーを遵守できる, (2)　機密保持および安全保持を厳守できる, (3)　受入先および学内に
おいて，実習の経過を報告し，質問に答えることができる（コミュニケーション能力）

授業計画

過去の受入企業 旭化成株式会社

株式会社ヤクルト本社

森永製菓株式会社
小松製作所
アステラスファーマテック株式会社
DIC株式会社
東レ株式会社
東邦化工建設株式会社
独立行政法人物質・材料研究機構
株式会社ツムラ
花王株式会社
国立大学法人長岡技術科学大学
国立大学法人豊橋技術科学大学
国立大学法人山梨大学

実習報告会

学年末試験

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

履歴書・エントリーシート（10％），事前学習レポート(25%)，実施報告書（25％），発表会（30％），自己
評価（10％）

受入先の指示による
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講義

必修

目標 説明
1
2

○ 3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 各講演で配布されるレジュメ等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

課題レポート 90%，自己評価 10％

学年末試験

吉野 博厚 氏  （石油学会・元JX日鉱日石開発株式会社）
ほか数名の講師を予定
※日程については講師が決まり次第今後別途配布する

山中 伸弥 氏 （京都大学教授）※静岡県文化・観光文化学術局主催
大橋 史弥 氏 （日星電気株式会社）
山中 和嘉 氏 （イハラニッケイ化学工業株式会社）

現時点(2014.3.23)での講師 平尾 一郎 氏 （理化学研究所）

森松 文毅 氏 （日本ハム株式会社 中央研究所）

松原 三千郎 氏 （石油学会・元JX日鉱日石エネルギー株式会社）

ガイダンス 学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準等の説明

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す２項目について修得する．
(1)　講義テーマを理解し，その要点を適切にまとめ，説明できること, (2)　これまでに修得した物質工学科の基礎科目の内
容と本講義で理解した内容を用いて，社会が必要とする技術に対して議論できること

授業計画

　　授業の概要

　本科目では，企業や大学に在籍する（した）各分野で活躍する研究者を講師に招き，物質工学における先端研究や最新
情報，研究開発を仕事とする際の心構えなどを学ぶ．物質工学科を卒業する前に身につけておきたいテーマを取り上げ
る．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Topics in Modern Chemistry

& Biochemistry 1履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

物質工学特別講義 前期

担当



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 担当教員が作成したプリント，参考図書　化学工学会編  「基礎化学工学」　培風館(1999)

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験 35%，期末試験 40%，小テストおよび演習課題 25%

学年末試験

反応器の設計(4) 自触媒反応の反応操作
前期末試験
試験解説 試験解説と授業アンケート

反応器の設計(1) 回分反応器と管型反応器の設計
反応器の設計(2) 連続槽型反応器の設計
反応器の設計(3) 直列多段連続槽型反応器の設計

確認試験
試験解説 試験解説
反応㏿度解析 回分反応器による反応㏿度解析

反応器周りの物質収支 反応率と物質収支
設計方程式の導入(1) 回分反応器の設計方程式
設計方程式の導入(2) 連続槽型反応器と管型反応器の設計方程式

反応㏿度論(1) 反応㏿度式と反応次数：演習（演習の残りを宿題）

反応㏿度論(2) 定常状態近似法による反応㏿度式の導入：演習（演習の残りを宿題）

反応㏿度論(3) 律㏿段階近似法による反応㏿度式の導入：演習（演習の残りを宿題）

ガイダンス シラバスの説明：反応工学の進歩を講義し，社会，自然とのかかわりを考える：化学反応と反応装置

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創㐀的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す５項目について修得する．
(1)　反応率をもちいて反応㏿度を標記できる, (2)　定常状態近似法および律㏿段階近似法をもちいて反応㏿度式を導入
できる, (3)　実験データより反応㏿度式を決定できる, (4)　代表的な反応器の設計方程式を理解する, (5)　設計方程式を
用いて反応器の設計ができる

授業計画

　　授業の概要

　化学工学を学ぶ目的は実験室で得た発見・発明を工業化することにある．具体的には，化学反応，分離・精製等のス
テップからなるプロセスを集約し，安全に運転させるための設計をおこなうものである．特に反応工学では，化学反応や生
物化学反応の㏿度過程を，物質移動，熱移動などの物理現象を考慮して解析し，その結果に基づいて反応装置を安全か
つ合理的に設計するための知識を体系化する．前半では反応㏿度論を主に学び，それを均一反応を対象とした反応装置
の設計に利用する．後半では代表的な３つの反応器の設計について理解する．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Chemical Reaction

Engineering
1学修単位（講義
30+自学自習15）

TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

反応工学 前期

担当



目標 説明
1
2

○ 3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

　　授業の概要

総合システム工学プログラム前半期における微生物学に関する学習のまとめとして、微生物、動物細胞、植物細胞などの
生物機能を用いた物質生産の現場を解説する。本講義では、研究開発段階（上流段階）からプラントの廃水処理に至るま
で、生物機能を用いた物質生産の広範囲の技術を紹介する。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

蓮実　文彦

物質工学科 Biochemicalengineering １履修単位（講義１５） HASUMI Fumihiko

５年

科目

培養工学 前期

担当

ガイダンス オリエンテーション、培養工学学習の意味

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

１．発酵工業を支えている有用微生物探索技術を理解し、目的の有用微生物探索方法を提案できる。
２．微生物の遺伝子工学的手法以外の育種方法を複数挙げ、その手法の概要を説明できる。
３．代表的な発酵工業における物質生産プロセスを複数例挙げ説明できる。
４．生物工学的手法で生産量の推定ができる。

歴史と総論 わが国の近代化の歴史、そこから見える技術開発に求められること

スクリーニング 有用微生物スクリーニング技術

保存方法 有用微生物保存方法
育種 遺伝子工学以外の微生物、細胞育種①

遺伝子工学以外の微生物、細胞育種②
遺伝子工学以外の植物、動物細胞の育種
中間試験

発酵工業の実際 発酵工業の実際①（ビール）
発酵工業の実際②（アルコール飲料）
伝統的発酵食品（醤油、味噌その他）、環境修復技術
発酵工業と医薬品

生物化学工学 生物化学工学（生物化学量論①）
生物化学工学（生物化学量論②）

前期末試験
環境修復技術 環境修復技術

学年末試験

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験４０％、期末試験５０％、課題・授業ノート１０％

バイオテクノロジー　久保他（大学教育出版）



卒業研究

必修

目標 説明
○ 1
○ 2
○ 3
○ 4
○ 5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

評価方法
と基準

教科書等
新版実験を安全に行うために（事故・災害防止編）化学同人
新版実験を安全に行うために（基本操作・基本測定）化学同人

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。
備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

研究指導における評価 80%，卒業研究発表会 20%

卒業研究発表会 日本語で研究活動の経過を報告し，聴講者からの質問に対応する．卒業研究発表会に関
する提出物は指定された期限内に提出する．

自立的，継続的な
研究の遂行

中間報告会までの結果を踏まえ，指導教員の打合せをしながら自立的，継続的に研究を
遂行する．最終的に，得られた成果や様々な情報を有効に活用し，研究目的に対する実
現可能な解決策を提案
する．

卒業研究論文の執
筆と発表会準備

卒業研究の成果を論文としてまとめる．研究成果とともに当該研究の背景や意義を文章
や図表で記述する．決められた期日までにC5担任に提出する．

卒業研究中間報告会 日本語で研究活動の経過を報告し，聴講者からの質問に対応する．中間報告会に関する提出物は指定された期限内に提出する．

研究の実施と結果
の整理・考察

実験より得られた現象を，これまでに物質工学科で修得した知識，技術を有機的に活用し
て解析する．また，ワープロ，表計算ソフト，データベースソフト，プレゼンソフトを活用して，
研究上の資料を整
理し，管理する．
実験／計算／フィールドワークを通して自然現象を観測し，そこから現象の法則性を抽出
する．

研究計画の立案 指導教員の指導を受けながら，安全かつ目的達成のための効率的な研究計画を立案する．

研究の背景，社会
的意義および目的
の理解

研究課題に関する背景，社会的意義を指導教員の指導を受けながら調査・整理を行う．研
究課題に関する幅広い知識を習得した上で，研究の目的を把握する．

安全教育 配属された各研究室毎に研究を遂行する上での安全教育を行う．

ガイダンス 学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準等の説明

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

E. 産業の現場における実務に通じ、与えられた制約の下で実務を遂行する能力並びに自主的及び
継続的に自己能力の研鑚を進めることができる能力と姿勢

(E-2) 日常の業務や研究に関連した学会等が発行する刊行物を、定期的・継続的に目を通して実務
に応用することができる。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

　以下に示す８項目について修得する．(1)　研究の背景と社会的意義を理解し，研究の目的を説明できる, (2)　研究を遂
行する上での安全について理解し，安全かつ目的達成のための効率的な研究計画を立案できる, (3)　実験より得られた現
象を，これまでに物質工学科で修得した知識，技術を有機的に活用して解析できる, (4)　ワープロ，表計算ソフト，データ
ベースソフト，プレゼンソフトを活用して，研究上の資料を整理し，管理できる, (5) 実験／計算／フィールドワークを通して
自然現象を観測し，そこから現象の法則性を抽出できる, (6) 得られた成果や様々な情報を有効に活用し，研究目的に対
する実現可能な解決策を提案できる, (7) 得られた成果や様々な情報を有効に活用し，研究目的に対する実現可能な解決
策を提案できる, (8) 提出物は指定された期限内に提出できる

授業計画

　　授業の概要

　本科目のテーマは，研究実施に必要な調査，研究立案，実験実施，結果のまとめと考察及び発表の方法について学ぶこ
とである．これまでの学習過程で学んできた知識と実験技術を活かして与えられた課題に取り組むことで物質工学科の教
育課程のまとめたる成果を得る．安全な実験に必要な知識や技術を養う教育も随時行う．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Graduation
Research 10履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

卒業研究 通年

担当

　　授業目標



講義

生物必修（材料選択）

目標 説明
1

○ 2
　 3

4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

評価方法
と基準

教科書等

備考 1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

総合評価の割合の中で、課題レポートを10％とする。筆記試験については二回行い、その平均点の
内容を評価の90％とする。総合点60点以上で合格とする。

新しい遺伝子工学（株式会社昭晃堂）、NCBI http://www.ncbi.nlm.nih.gov/

遺伝子工学の未来 遺伝子組換え作物に関する現状とアンケート

塩基配列の決定 塩基配列決定法について（マキサム・ギルバート法）
塩基配列の決定 塩基配列決定法について（サンガー法と自動化技術）

前期末試験
遺伝子診断技術の実際(多型とは）・発病要因・遺伝情報の取扱い遺伝子工学に伴う生命倫理

　遺伝子の構造解 ＰＣＲの応用と実際（RT-PCR,各種マーカーによる多型検出）
　遺伝子の構造解 ハイブリダイゼーション技術の基礎
　遺伝子の構造解 サザン、ノーザン、ウェスタンブロッティング

遺伝子クローニン 形質転換の方法
　前期中間試験

　遺伝子の構造解 ＰＣＲの基本原理

遺伝子クローニン 組換えDNA実験の基本操作　（制限酵素、リガーゼなど酵素の機能）
遺伝子クローニン 組換えDNA実験の基本操作　（遺伝子クローニングの概要）
遺伝子クローニン 組換えDNA実験の基本操作　（ベクターの種類）

遺伝子クローニン
グ

核酸の抽出方法と定量

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業目標

遺伝子の機能の解析方法と、遺伝子発現と物質生産の利用技術についての基礎的な方法を学び、最新の生命科学につ
いて理論を理解し応用できるようになる。そして遺伝子操作技術に対する社会的問題に正確に対応できうる能力を備える。
遺伝子工学を利用した問題解決能力を養うための知識を身につけ、遺伝子工学の基礎を説明できるようになることを目標
とする。

授業計画

授業ガイダンス プログラムの学習・教育目標、講義の目的・概要・評価方法の説明。遺伝子工学で何がで
遺伝子工学の基礎 遺伝子工学のための基礎知識の復習（核酸の構造と機能およびセントラルドグマ）

　　授業の概要

物質生産において、化学合成のみならず生物の遺伝子を利用した技術が利用されている。よって、核酸としてのDNAある
いはRNAの構造と性質を理解したうえで、工学的に生命現象であるセントラルドグマがどのように利用されているのかを学
ぶ。具体的には、実際に用いられている異種ゲノムの導入用法、遺伝子工学に用いられる特殊機能を持つ酵素、ベク
ター、遺伝子導入方法、ゲノム解読技術、PCRの原理について学ぶ。また、遺伝子工学に関する生命倫理やゲノム倫理に
ついても考えるための知識を学ぶ。

本校学習・教育目標（本科の
み）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

５年

科目

遺伝子工学 前期

担当

古川　一実

物質工学科  Genetic engineering 1履修単位 Kazumi FURUKAWA



講義

必修

目標 説明

1

2

○ 3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

評価方法

と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。
備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

細谷克也編「やさしいＱＣ七つ道具」（リニューアル板）（日本規格協会）、自作プリント配布

学期末試験

【評価方法】

１． QC的見方、考え方、QC七つ道具の使い方を理解したかどうかを、各回の演習、中間試験及び

　　学期末試験で評価する。

２． 問題解決にあたって、グループでの討議の進め方を収得したかどうかを演習結果で評価する。

【評価基準】

１． 演習結果１０％　２.中間試験結果２０％　３. 学期末試験結果７０％

総括 答案の返却と解説及びアンケート

ＱＭＳについて 組織のマネジメントシステム、ISO9001等国際標準の説明

改善の進め方 具体的改善事例説明

総復習 品質管理及びQC７つ道具の総復習

問題解決演習1 ＱＣ七つ道具を使った問題解決の演習

パレート図

ヒストグラム１ バラツキ、統計的考え方

管理図 管理図の作り方、見方

問題解決演習2

ヒストグラム２ ヒストグラムの使い方、見方

層別、散布図 層別による重点化、散布図の作り方、相関、回帰分析

演習続き、演習結果の発表

中間試験

グラフの使い方 グラフでの解析事例説明

パレート図の作り方、見方

特性要因図 特性要因図の作り方、問題解決の進め方

ＱＣ七つ道具概

要

品質管理のツールの概要説明

１． QC的な見方、考え方を理解し、組織活動での問題解決に効率的に対応できるようになる。

２． QC七つ道具の作り方、見方をマスターし、適切な道具を選定し、効率よくデータをまとめられるようになる。

３． グループでの討議、データのまとめ方を効率よく進め、結論を導き出せるようになる。

オリエンテーショ プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説明

　　授業目標

授業計画

実践指針

（専攻科のみ）

プログラム学習・教育目標

（プログラム対象科目のみ）

ＱＣとは 品質の理解、ＱＣ的なものの見方、考え方

担当

本校学習・教育目標（本科の

み） 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

　　授業の概要

職業人としての基礎となる品質管理と改善を科学的に効率よく進めるための必要なスキル、「QC的ものの見

方、考え方」及び「QC七つ道具を中心とした手法の目的と使い方」を系統的に学ぶ。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

島田征人

物質工学科 Quality control 1履修単位 SHIMADA Masato

５年

科目

品質管理 後期



実習

選択

目標 説明

○ 1

2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

適宜プリント資料を配布する。
参考書：化学同人　「新版実験を安全に行うために（事故・災害防止編）」，「新版実験を安全に行うた
めに（基本操作・基本測定）」

評価方法：
1. 科目担当教員は、提出された報告レポートについて、基礎・原理の説明／操作方法・注意点の説
明／予備実験・準備の説明／当日の参加者への説明／後片付け・廃棄の説明、の5項目を審査し、
それぞれ12点満点で採点して、評価の60%に当てる。
2. イベントに参加する際に、学生を直接指導した教員は、準備・イベント当日・後片付けへの参加の
積極性及び実験内容の理解度の4項目について各10点満点で採点し、評価の40%に当てる。
3. イベント時に参加者対象のアンケートを行った場合には、その評価を科目担当教員の評価の10％
に反映し、その場合にはレポートの評価点は50％とする。
評価基準：
科目担当教員によるレポート評価（アンケート評価を含む）60%,　指導教員の評価40%

　　　　　　　 　　乾電池を作ってみよう　　　　　　　　など

報告書の作成

　　　　　　　　 　　中学生のための化学実験講座（本学科主催）　　　　　など

実験テーマ例：野菜で酸性・アルカリ性を調べよう

レポート作成

イベント参加 科学イベントに参加する

参加イベント例：青少年のための科学の祭典（静岡県児童開館主催）

科学イベントに参加する

報告書の作成

イベント準備 科学イベントに出展するテーマの予備実験

イベント準備 出展物と解説の準備

科学イベントに参加する

イベント参加 科学イベントに参加する

イベント参加 科学イベントに参加する

レポート作成

イベント参加

イベント参加

科学イベントに参加する

イベント参加

1. 文献調査及び実験機器を取り扱う能力を身に付けること。。実験を遂行し、得られた学修成果をレポートにまとめて遅滞
なく報告する能力を身に付けること。
2. 実施した化学実験について、基礎技術・原理を理解し、説明できること。
3. 実施した化学実験について、操作方法・注意点を理解し、説明できること。
4. 実施した化学実験のために行った予備実験・準備について説明できること。
5. 実施した化学実験について、イベント参加者に対する説明として事前に準備した内容を説明できること。
6. 実施した化学実験について、後片付け・廃棄の内容を理解し、説明できること。

前期オリエンテー
ション

プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説
明。実験における安全確認の説明。

　　授業目標

授業計画

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

イベント参加 科学イベントに参加する

イベント準備 科学イベントに出展するテーマの予備実験

イベント準備 出展物と解説の準備

イベント参加 科学イベントに参加する

実践指針
（専攻科のみ）

担当

　　授業の概要

化学に関する基礎知識と技術を活かして、他者に対して実験の解説や指導を行うことにより、専門分野を通しての社会との
自発的なコミュニケーション能力を養う。実際には、化学教育または化学産業の振興を目的とした地域事業、および本学科
が主催する同様の事業において、参加者に対して化学技術に関する展示の解説や実験の指導を行う。履修学生は、指定
された教官の指導に従い、イベント発表の予習・準備を行い、実際にイベントに参加して、後片付けまでを行うこととする。こ
の科目を通して、自発的に化学実験についてその理論と実験原理をより深く理解させる。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科の
み） 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

芳野恭士

物質工学科 Exercise of Material Technology 1履修単位 YOSHINO Kyoji

５年

科目

特別物質工学実習 通年



講義

必修

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

参考書：生物化学序説　泉屋他共著　化学同人
           細胞の分子生物学（3訂）　アルバーツ他共著　教育社
　　　　　分子生物学への招待　鈴木範男他著　三共出版

評価方法：
1. 免疫系および内分泌系のメカニズムについての分子レベルでの理解度を、定期試験の成績を
持って評価する。
2. 細胞の微細構造・細胞結合等についての理解度は、定期試験の成績を持って評価する。
評価基準：
後期中間試験50%,　後期末試験50%

免疫系 アレルギー

総復習 学習の総まとめ

感染症 プリオン・病原性細菌

前期末試験

抗体の多様性、部位特的組換え

免疫系 補体

感染症 ウイルス

後期中間試験

免疫系 自然免疫

感染症 ウイルス

学習のまとめ

免疫系 細胞性免疫応答

免疫系 細胞性免疫応答

免疫系 細胞学的基礎と血液系細胞

免疫系 体液性免疫応答

免疫系 抗体の機能と構造

免疫系

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

1. 物質工学分野の専門展開科目として、生物化学分野の基本知識を身に付けること。
2. 免疫系および内分泌系のメカニズムについて、分子レベルで理解することができること。
3. 細胞の微細構造・細胞結合について、分子レベルで理解することができること。

前期オリエンテー
ション

プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説明

　　授業目標

授業計画

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業の概要

本講義では、細胞の活動について、個々の細胞、細胞と細胞間の相互作用、また組織や個体について分子レベルで詳しく
解説し生物全般について解説する。テーマとしては、免疫系・ウイルスについて、取り上げる。細胞工学は、生物機能や生
物材料等を農業や医療などの分野で応用するために、必要不可欠な基礎知識である。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

科目

細胞工学 後期

担当

本校学習・教育目標（本科の
み）

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

芳野恭士

物質工学科 Cell Engineering 1履修単位 YOSHINO Kyoji

５年



講義

選択

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

物理II（実教出版），参考書として現代物理学の基礎（バイザー著,好学社），プリント

期末試験 70％，レポート 30％で合計100点を満点として評価し，評価点が60点に達した者を合格とす
る。定期試験で合格点に満たない者は，課題あるいは再試験によって満点の60％を上限として加点
することがある。

現代物理学のまと
め

演習

前期末試験

総括

量子力学 散乱問題，トンネル効果

束縛問題，井戸型ポテンシャル

量子力学 束縛問題，水素原子

シュレーディンガー方程式と波動関数，確率解釈量子力学

量子力学

素粒子物理 物質の階層構㐀

原子核と放射線 種類と性質，半減期

原子核と放射線 核分裂，核融合

相対性理論 質量とエネルギーの等価性

光の粒子性

物質の波動性

前期量子論

前期量子論

相対性理論 ローレンツ変換

相対性理論，量子力学など現代物理学の中心テーマの基礎を理解し，基礎的な物理量を計算できる。原子核と放射線に
関する物理量を計算できる。自然に対する理解を深めるとともに現代物理学の工学的応用例を挙げることができる。

ガイダンス 現代社会と物理学

　　授業目標

授業計画

実践指針
（専攻科のみ）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

相対性理論 慣性系，光㏿度不変の原理

担当

本校学習・教育目標（本科の
み） 工学技術の専門的知識を創㐀的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

　　授業の概要

20世紀の科学，相対性理論と量子力学の基礎および原子核と放射線に対する理解を養う。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

駒　佳明

物質工学科 Modern Physics 1履修単位 KOMA Yoshiaki

５年

科目

現代物理学 前期



講義

必修

目標 説明

1

2

○ 3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法

と基準

教科書等

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

三宅 祐一

物質工学科 Instrumental Analysis II 1履修単位 MIYAKE Yuichi

５年

科目

機器分析Ⅱ 前期

担当

　　授業の概要

機器分析は、大きく定性分析と定量分析に分類することができる。定性分析である有機化合物の構㐀決定には、紫外・可

視分光法、核磁気共鳴分光法、赤外分光法、質量分析法の４方法が極めて有効な手段となっている。本科目では各種機

器分析を解説し、最終的にはスペクトルから得られた情報により、有機化合物の構㐀決定に取り組む。また、環境中の化合

物の定量分析によく使用される機器分析法について学ぶ。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科の

み） 工学技術の専門的知識を創㐀的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

紫外・可視分光法(2)：　紫外・可視スペクトルの記録および解釈

1. 紫外・可視分光法、赤外分光法、核磁気共鳴分光法、質量分析の原理を説明することができる。

2. 1.より得られるスペクトル情報から有機化合物の構㐀を推定することができる。

3.ガスクロマトグラフ法、高㏿液体クロマトグラフ法、高周波プラズマ質量分析法の原理を説明することができる。

ガイダンス 講義全体の説明、電磁波スペクトルの基礎

　　授業目標

授業計画

実践指針

（専攻科のみ）

プログラム学習・教育目標

（プログラム対象科目のみ）

紫外・可視分光法 紫外・可視分光法(1)：　紫外・可視領域の吸収

赤外分光法 赤外分光法：　振動励起の種類、測定装置とスペクトルの記録および解釈

核磁気共鳴分光法(1)：　
1
H NMR分光法

核磁気共鳴分光法(2)：　化学シフト、スピン-スピン結合

高㏿液体クロマトグラフ法（HPLC）

質量分析計

ガスクロマトグラフ法（GC）

ガスクロマトグラフ－質量分析法（GC/MS）

質量分析計(1)：　質量分析測定装置の種類、各種イオン化法

質量分析計(2)：　スペクトルの解釈

核磁気共鳴分光法(3)：　
1
H NMRスペクトルの解釈

核磁気共鳴分光法

環境分析 クロマトグラフィーの基礎

前期中間試験

試験解説・授業アンケート

高周波プラズマ質量分析法（ICP/MS）

前期末試験

L. M. Harwood著、岡田訳「有機化合物のスペクトル解析入門」、化学同人

中間試験40%、前期末試験50%、授業態度10%

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。
備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。



講義

選択

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 大学編入試験問題　数学/徹底演習(第3版)　（森北出版）

演習のプレゼンテーションとその質疑応答を通して自己評価させ，その結果を成績の30%に反映させる．
定期試験50%，演習プレゼンテーション30%，レポート20%

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

演習 演習

前期末試験

試験解説 試験解説，アンケート

行列の固有値と固有ベクトル

線形代数

いろいろな応用

非線形微分方程式

2変数の微分積分

微分方程式 1階微分方程式

2階微分方程式

偏微分

重積分

いろいろな応用

行列式

行列と1次変換

1変数の微積分 微分

積分

オリエンテーション 授業概要，授業目標，授業計画，評価方法と基準等の説明

　　授業目標

授業計画

担当

本校学習・教育目標（本科の
み）

微積分,，線形代数を中心とする基礎数学の確実な定着．

実践指針
（専攻科のみ）

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

　　授業の概要

4年生までに学んだ数学の復習を行う．また，編入試験や就職試験の準備を兼ねて過去問題などの問題演習を行う．

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

鈴木正樹

物質工学科 Applied Mathematics III 1履修単位 SUZUKI Masaki

５年

科目

応用数学Ⅲ 前期


